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見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

矢掛町公式
ホームページ
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今月の
表紙

3月 23日、矢掛商店街で「やかげ華まつり」が開催されました。
この日は、生け花などの花の作品展示がずらりと並び、春の宿場
町を華やかに彩りました。
また、脇本陣前などでは踊り手たちが「やかげ小唄おどり」を披
露。しとやかな舞に観光客は見入りました。

宿場町を花で彩る「やかげ華まつり」
― 小唄おどりを披露 ―



　
本
年
度
の
矢
掛
町
の
全
会
計
の
予
算

総
額
は
前
年
度
と
比
較
し
て
４・１
％

の
増
と
な
り
、
そ
の
う
ち
一
般
会
計
予

算
は
、
前
年
度
当
初
予
算
か
ら
７・０

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
６
年
度
の
３
月
補

正
予
算
と
合
わ
せ
た
「
13
か
月
予
算
」

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
本
町
の

新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
引
き
続
き
住
民
生
活
に
密
着
し

た
施
策
、
住
民
福
祉
の
維
持
・
向
上
に

最
大
限
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
棟
の
建
築
等
、
中
心
施

設
の
整
備
を
行
い
、こ
れ
ま
で
の
歴
史・

文
化
・
観
光
に
加
え
、
矢
掛
町
の
自
然

を
生
か
し
た
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
産
地
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
生

産
体
制
の
確
立
と
生
産
者
の
増
、
専
門

人
材
を
活
用
し
た
販
路
拡
大
等
に
よ

り
、
町
の
新
た
な
特
産
品
化
と
農
家
の

所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
矢
中
矢
高
合
同
部
活
動
」

と
い
う
形
で
、
や
か
げ
型
の
部
活
動
地

域
移
行
を
行
い
、
矢
掛
中
生
徒
の
学
校

生
活
の
一
層
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

矢
掛
高
校
の
魅
力
向
上
に
も
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
物
価
高
騰
が
継
続
す
る
中
で

自主財源（36.5％）

負担金、使用料など
2億1,941（2.1％）

諸収入など
4億9,613（4.7％）

町税
16億3,460
　（15.5％）

町債
11億8,960
（11.3％）

地方交付税
35億7,500 
（33.9％） 　 歳 入
105億4,000
（単位：万円）

依存財源（63.5％）

県支出金
5億1,147（4.9％）

地方消費税交付金など
5億1,346（4.9％）

繰入金
6億9,824
（6.6％）
寄附金
8億246
（7.6％）

国庫支出金
8億9,962
（8.5％）

◎一般会計の歳入
  

主
な
内
容（
一 

般 

会 

計
）

令和７年度当初予算

令
和
７
年
度

矢
掛
町
の

総額194億 300万円

予
算
予
算

2令和７年４月号

 

総
務
費

◦
町
振
興
計
画
策
定	

 

９
０
５
万
円

◦
生
活
応
援
商
品
券
事
業	

７
，１
０
０
万
円

新
規 

イ
タ
リ
ア
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

１
，８
１
６
万
円

◦
定
額
減
税
補
足
給
付
事
業　
４
，４
１
３
万
円

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊	

３
，１
３
８
万
円

◦
公
共
交
通
維
持
確
保
事
業　
７
，１
９
８
万
円

　
（
定
額
タ
ク
シ
ー
助
成	

３
６
０
万
円
）

 

民
生
費

Ｐ
18
・
19  

関
連
記
事

◦
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
（
高
齢
者
・
障
害
者
）	

７
９
１
万
円

◦
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
（
子
育
て
）　

８
４
万
円

◦
誕
生
祝
金	

１
，３
１
０
万
円

◦
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等	

５
，３
６
４
万
円

◦
子
ど
も
医
療
費
助
成	

６
，７
６
３
万
円

◦
児
童
手
当	

２
億
４
，０
４
７
万
円

◦
障
害
児
通
所
支
援　
　
１
億
４
，２
４
０
万
円

◦
障
害
者
福
祉	

３
億
６
，９
４
３
万
円

 

衛
生
費

新
規 

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
チ
ケ
ッ
ト
助
成

６
３
万
円

新
規 

飼
い
主
の
い
な
い
猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助

６
０
万
円

◦
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業	

 

９
１
０
万
円

Ｐ
14  

関
連
記
事

◦
予
防
接
種	

５
，９
５
５
万
円

◦
が
ん
検
診	

２
，３
６
７
万
円

◦
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定３

０
０
万
円

Ｐ
20  

関
連
記
事

◦�

西
部
衛
生
施
設
組
合
新
ご
み
焼
却
場
建
設
負

担
金	

６
億
２
，６
８
８
万
円



3 令和７年４月号

　総務費 　
19億4,845
（18.5％）　土木費

13億5,058
  （12.8％）

教育費
9億7,704
  （9.3％）

衛生費
14億3,864
（13.6％）

農林水産業費
4億314（3.8％）

 公債費
9億6,167
 （9.1％）

消防費
3億5,816（3.4％）

民生費
25億4,571
　　（24.2％）

商工費 2億8,926（2.7％）
議会費 9,430（0.9％）
その他 1億7,306（1.7％）

歳 出
105億4,000
（単位：万円）

令和７年度  各会計当初予算一覧表

※表示単位未満の端数処理により、合計と一致しない場合
があります。

区　　分 当初予算額 対前年増減率

一  般  会  計（①） 105 億 4,000 万円 7.0％

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 16億 5,100 万円 1.0％

介 護 保 険 20億 3,500 万円 △ 2.2％

後期高齢者医療 3億 700万円 △ 3.8％

地 域 開 発 2,000 万円 589.7％

各 財 産 区 760万円 0％

特別会計合計（②） 40 億 2,060 万円 △ 0.6％

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 20億 3,200 万円 2.8％

介護老人保健施設 3億 5,340 万円 △ 8.4％

水 道 事 業 9億円 17.3％

下 水 道 事 業 15億 5,700 万円 △ 3.9％

公営企業会計合計（③） 48 億 4,240 万円 1.9％

合計（①＋②＋③） 194 億 300 万円 4.1％

町
民
全
体
の
負
担
軽
減
と
町
内
で
の
消

費
の
下
支
え
を
す
る
た
め
、
全
町
民
へ

一
人
あ
た
り
５
，
０
０
０
円
分
の
生
活

応
援
商
品
券
を
配
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
主
な
内
容
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
６
年
度
繰
越
事
業

（
令
和
７
年
度
実
施
分
）

総
額
約
15
億
７
，０
０
０
万
円

　
令
和
６
年
度
に
予
算
化
さ
れ
た
も
の

の
う
ち
、次
の
事
業
を
次
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
し
ま
す
。

�

主
な
内
容

◎
総
務
費
…
防
災
対
策
事
業(

平
宇
角

倉
見
山
線
ほ
か)

、
財
産
管
理
事
業

（
旧
法
務
局
改
修
）な
ど

◎
民
生
費
…
電
力
等
価
格
高
騰
支
援
給

付
金
事
業

◎
衛
生
費
…
じ
ん
芥
処
理
事
業（
西
部

衛
生
施
設
組
合
建
設
負
担
金（
熱
利

用
施
設
））

◎
土
木
費
…
道
路
改
良（
町
道
運
動
公

園
線
ほ
か
）、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事

業（
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
棟
建
築
ほ

か
）、特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理（
コ

ー
ポ
さ
く
ら
、コ
ー
ポ
小
田
給
水
設

備
改
修
）な
ど

◎
災
害
復
旧
費
…
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業（
山
ノ
神
池
）

◎一般会計の歳出

 

農
林
水
産
業
費

新
規 

イ
タ
リ
ア
野
菜
生
産
振
興
事
業
補
助

１
５
０
万
円

◦��

農
業
振
興
対
策
基
金
事
業　
１
，７
４
３
万
円

  （ 

新
規  

干
柿
等
・
小
菊
生
産
振
興
事
業
補
助
）

◦�

危
険
た
め
池
廃
止
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成	

７
，９
２
４
万
円

◦
有
害
鳥
獣
駆
除	

１
，７
２
４
万
円

 

商
工
費

◦
企
業
立
地
促
進
奨
励
金	

３
，５
０
８
万
円

◦
空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助

２
０
０
万
円

 

土
木
費

Ｐ
11  

関
連
記
事

◦
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助	

１
，６
０
０
万
円

◦
定
住
促
進（
住
宅
新
築
）助
成 

３
，５
０
０
万
円

◦
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業	

３
億
５
３
９
万
円

◦
道
路
新
設
改
良	

１
億
６
，４
９
３
万
円

 

消
防
費

◦
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
更
新　
　

 

５
４
２
万
円

 

教
育
費

新
規 

矢
中
矢
高
合
同
部
活
動
事
業１

，１
４
４
万
円

◦
給
食
食
材
費
高
騰
対
策
補
助　

 

４
３
５
万
円

◦
山
田
小
ト
イ
レ
改
修	

４
，５
０
０
万
円

◦
矢
中
体
育
館
空
調
整
備
設
計　

 

５
０
０
万
円

◦
児
童
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新

９
，４
８
８
万
円

◦
中
川
公
民
館
ト
イ
レ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

７
７
０
万
円

◦
山
田
公
民
館
移
転
建
築
設
計　

 

７
５
０
万
円

◦
入
学
祝
金	

７
６
７
万
円

◦
矢
掛
高
校
魅
力
化
事
業	

２
，０
８
４
万
円

◦
海
洋
セ
ン
タ
ー
２
階
空
調
整
備２

，５
５
０
万
円



水道事業会計

下水道事業会計

　収益的収支では、料金改定により料金収入は増額の見込みですが、物価高騰による電気代増加や減価償却費等の
負担が大きく、7,300万円の赤字予算編成となっています。今後も、施設の老朽化に伴う修繕費の増加などにより、
厳しい経営状況が予測されます。また、資本的収支では、安定した給水ができるよう水源の開発や老朽管や配水池
の耐震化更新を行います。

下水道料金など
210.5

減価償却費など（非現金支出）
516.1

施設の維持管理費用
73.0

収　入

支　出

借入金の返済
544.7

施設の建設や
改良に係る費用
252.3

収　入

支　出

他会計負担金
295.5

負担金・補助金
110.4

他会計出資金
271.1

長期前受金戻入
（非現金収入）
249.0

汚水・汚泥処理費用
72.4

755.0 百万円

760.0 百万円

797.0 百万円

797.0 百万円

単位：百万円 単位：百万円

水道料金など
255.2

長期前受金戻入
（非現金収入）

70.8

収　入 326.0 百万円

単位：百万円

減価償却費など（非現金支出）
224.4

水を送り届ける
費用
70.5

借入金利子
11.7支　出 399.0 百万円

浄水・配水施設の整備費
228.0

収　入

支　出

405.0 百万円

501.0 百万円

借入金
330.8

負担金
補助金
74.2

不足額
96.0

単位：百万円

水をつくる費用
59.0

事業全般
33.4

施設を整備・更新するための収入と支出
（資本的収支）

水をつくり、送り届けるための収入と支出
（収益的収支）

借入金
415.5

事業全般  49.9
借入金利子  48.6

老朽管の更新費用
185.0

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんします。

赤字
73.0

赤字
5.0

　収益的収支では、料金改定により料金収入は増額の見込みですが、物価の高騰による電気料金等の増加も影響し、
本年度は500万円の赤字予算編成となっています。本来、料金収入で賄うべき汚水処理費と維持管理費、借入金返
済の一部しか下水道料金で賄えていない状況であり、厳しい経営状況となっています。また、資本的収支では、将
来の維持管理経費の低減のため、施設の統廃合事業を継続実施するとともに、施設整備費の世代間負担の公平性確
保のため、資本費平準化債の活用に取り組みます。

汚れた水をきれいにするための収入と支出
（収益的収支）

施設を整備・強化するための収入と支出
（資本的収支）

借入金の返済
88.0

4令和７年４月号



介護老人保健施設事業会計

　本年度は、人事院勧告に準じた給与制度改正や退職金支払いのための積立金積み増しによる人件費の増と長引
く物価高騰の影響により支出が大幅な増見込みとなった一方、診療報酬をはじめとした収入の増要因に乏しいこ
とから、7,300万円の赤字予算編成となっています。また、資本的収支ではマンモグラフィー (X線乳房撮影装置 )
更新など安定的な医療体制維持に係る設備投資等の予算を計上しています。

　収益的収支の収入では、介護報酬・利用料などの「介護サービスによる収入」が主なものですが、支出では人
事院勧告による人件費の増や物価高騰による経費・燃料費の増が見込まれ、収入で支出を賄えきれず2,200万円の
赤字予算編成となっています。さらに今後は老朽化した建物や機械の修理や更新費用が必要となり、ますます厳
しい運営状況が予測されます。

借入金利息
17.6

収　入

支　出

収　入

支　出

収　入

支　出

収　入

支　出

1,763.0 百万円

1,836.0 百万円

145.0 百万円

196.0 百万円

319.0 百万円

341.0 百万円

9.6 百万円

12.4 百万円

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんします。

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

※資本的収支の不足額は留保資金等で補てんします。

補助金
4.2他会計負担金・補助金 149.7

その他
71.1

長期前受金戻入（非現金収入）27.7

医療による収入
1,514.5

減価償却費
（非現金支出）
109.7

赤字
73.0

その他
32.3

予備費 2.0

材料費
191.3

経費
271.0

人件費
1,212.1

借入金返済
110.6

医療機器購入費や
施設改良費など

85.4

赤字
22.0他会計負担金 6.3

長期前受金戻入
（非現金収入） 3.2

材料費
9.7

減価償却費
（非現金支出）

20.3

その他 1.6

経費
79.5

人件費
229.7

医療サービス等を提供するための収入と支出
（収益的収支）

介護サービスを提供するための収入と支出
（収益的収支）

その他 11.0

施設の維持と介護機器等を更新・導入するための収入と支出
（資本的収支）

施設の維持と医療機器等を更新・導入するための収入と支出
（資本的収支）

不足額
2.8

病院事業会計

借入金
9.0

他会計出資金
0.6

他会計出資金
68.4

不足額
51.0

借入金
72.4

介護サービスによる収入
298.5

借入金返済
1.6

介護用機器購入費や施設の整備費など
10.8

借入金利息 0.2
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　特
別
職

◇
村
上
正
和
／
病
院
事
業
管
理
者

矢
掛
病
院
長
事
務
取
扱
兼
保
健

セ
ン
タ
ー
顧
問（
病
院
事
業
管

理
者
矢
掛
病
院
長
事
務
取
扱
）

　課
長
級

◇
稲
田
欽
也
／
総
務
防
災
課
長
秘

書
広
報
係
長
事
務
取
扱
兼
危
機

管
理
監（
企
画
課
長
兼
総
務
防

災
課
参
事
）

◇
平
井
勝
志
／
企
画
課
長（
上
下

水
道
課
長
）

◇
松
嶋
良
治
／
会
計
管
理
者
財
政

課
長
兼
出
納
室
長（
会
計
管
理

者
財
政
課
長
）

◇
妹
尾
一
正
／
議
会
事
務
局
長
議

会
事
務
局
係
長
事
務
取
扱
兼
矢

掛
高
等
学
校
支
援
特
任
参
事

（
税
務
課
長
兼
矢
掛
高
等
学
校

支
援
特
任
参
事
）

◇
守
屋
裕
文
／
税
務
課
長
（
議
会

事
務
局
長
議
会
事
務
局
係
長
事

務
取
扱
）

　
矢
掛
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

※（
　
　
　
）内
は
前
任

役
場
の
人
事
異
動

◇
小
川
公
一
／
健
康
推
進
課
長
兼

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
健
康
推

進
課
長
兼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
）

◇
片
岡
　崇
／
福
祉
介
護
課
長

（
福
祉
介
護
課
長
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◇
渡
邉
孝
一
／
建
設
課
長
兼
総
務

防
災
課
参
事
兼
㈱
モ
ン
ベ
ル
・

矢
掛
町
包
括
連
携
協
定
推
進
特

任
参
事
（
建
設
課
長
）

◇
丹
下
裕
之
／
上
下
水
道
課
長
兼

総
務
防
災
課
参
事
（
建
設
課
長

代
理
）

◇
西
山
弘
之
／
教
育
課
長
兼
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
（
町
民

課
長
代
理
住
民
生
活
係
長
事
務

取
扱
）

◇
坪
田
芳
隆
／
矢
掛
病
院
事
務
長

兼
健
康
推
進
課
参
事
（
矢
掛
病

院
事
務
長
）

　課
長
代
理
級

◇
大
島
基
宏
／
建
設
課
長
代
理

（
建
設
課
主
幹
工
務
係
長
事
務

取
扱
）

横断的連携を強化、一体感で充実図る
特　徴

特　徴

特　徴

　健康づくりを推進する新たな施設「保健センター」に、医療と保健の連携を図るため、
病院事業管理者を顧問として配置し、専門的知見を得ながら運営します。

　課長級職員に他部署の参事を兼務発令し、さらなる横断的連携を図ります。具体的には
矢掛病院事務長が健康推進課参事を、建設課長・上下水道課長が総務防災課参事（危機防
災部門）を兼務します。

　建設課長に「㈱モンベル・矢掛町包括連携協定推進特任
参事」を兼務発令し、令和４年度に締結した協定に基づく同社との連携強化やアウトドア
活動等の促進を図り、地域の活性化と町民生活の質の向上に資する取り組みを進めます。

矢掛町 ×

健康推進課が保健センターへ移転
国民年金などの窓口が変わりました
　健康推進課が保健センターへ移転したことにより、次の業務は町
民課で行います。
１　国民年金に関する業務
２　国民健康保険資格の取得および喪失に関する業務
３　後期高齢者医療制度資格の取得および喪失に関する業務
　　　　　　　　　　　　　　■問町民課　☎（82）1011

健康推進課は保健セン
ターへ

移転しました。
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◇
小
川
恭
史
／
健
康
推
進
課
主
査

（
健
康
推
進
課
主
事
）

◇
伊
垣
知
美
／
こ
ど
も
み
ら
い
課

主
任
子
育
て
福
祉
相
談
員
（
税

務
課
主
査
）

◇
野
住
壮
志
／
こ
ど
も
み
ら
い
課

主
任
保
健
師
（
健
康
推
進
課
主

任
保
健
師
）

◇
吉
本
　豪
／
福
祉
介
護
課
主
査

（
教
育
課
主
査
）

◇
長
代
沙
織
／
福
祉
介
護
課
主
任

社
会
福
祉
士
（
こ
ど
も
み
ら
い

課
主
任
社
会
福
祉
士
）

◇
坂
本
祐
樹
／
産
業
観
光
課
主
査

（
企
画
課
主
査
）

◇
山
岡
倫
之
／
産
業
観
光
課
主
査

（
産
業
観
光
課
主
事
）

◇
松
田
祥
昂
／
建
設
課
主
査
（
産

業
観
光
課
主
査
）

◇
佐
伯
淳
成
／
上
下
水
道
課
主
査

（
建
設
課
主
査
）

◇
長
代
貴
明
／
教
育
課
主
査
（
上

下
水
道
課
主
査
）

◇
坂
川
岳
史
／
矢
掛
病
院
主
査

（
矢
掛
病
院
主
事
）

◇
新
宅
恵
子
／
矢
掛
病
院
副
看
護

師
長
（
矢
掛
病
院
主
任
看
護
師
）

◇
藤
井
千
眞
／
矢
掛
病
院
副
看
護

師
長
（
矢
掛
病
院
主
任
看
護
師
）

◇
三
宅
舞
子
／
矢
掛
病
院
副
看
護

師
長
（
矢
掛
病
院
主
任
看
護
師
）

◇
古
角
一
恵
／
矢
掛
病
院
主
任
看

護
師
（
矢
掛
病
院
看
護
師
）

◇
仲
田
和
美
／
矢
掛
病
院
主
任
看

護
師
（
矢
掛
病
院
看
護
師
）

◇
髙
嶋
さ
お
り
／
矢
掛
病
院
主
任

看
護
師
（
矢
掛
病
院
看
護
師
）

◇
山
岡
あ
ゆ
み
／
矢
掛
病
院
主
任

看
護
師
（
矢
掛
病
院
看
護
師
）

　主
事
級

◇
古
城
亮
太
／
総
務
防
災
課
主
事	

（
教
育
課
主
事
）

◇
渡
邉
亮
太
／
財
政
課
主
事
（
税

務
課
主
事
）

◇
清
水
賢
二
郎
／
町
民
課
主
事

（
福
祉
介
護
課
主
事
）

◇
齋
藤
丈
太
郎
／
町
民
課
主
事

（
健
康
推
進
課
主
事
）

◇
髙
月
祐
子
／
税
務
課
主
事（（
育

休
）
総
務
防
災
課
主
事
）

◇
中
元
　舞
／
健
康
推
進
課
保
健

師（
こ
ど
も
み
ら
い
課
保
健
師
）

◇
関
浩
太
郎
／
教
育
課
主
事
（
財

政
課
主
事
）

◇
竹
内
直
美
／
矢
掛
病
院
看
護
師

（
矢
掛
病
院
看
護
師
長
）

◇
片
岡
敦
子
／
矢
掛
病
院
看
護
師

（
介
護
老
人
保
健
施
設
看
護
師
）

　新
採
用
職
員

◇
水
川
晏
有
佳
／
企
画
課
主
事

◇
武
田
昭
紀
／
税
務
課
主
事

◇
佐
藤
由
里
香
／
矢
掛
病
院
看
護

師
◇
西
田
朋
世
／
矢
掛
病
院
看
護
師

　再
任
用
職
員

◇
水
川
博
幸
／
学
校
給
食
共
同
調

理
場
暫
定
再
任
用
職
員
（
学
校

給
食
共
同
調
理
場
整
備
運
転
員
）

◇
鳥
越
恵
子
／
矢
掛
病
院
暫
定
再

任
用
職
員
（
矢
掛
病
院
看
護
師

長
）

　退
職
者
（
令
和
６
年
度
末
）

◇
難
波
和
昌
／
矢
掛
病
院
医
師

◇
堀
　賢
一
／
総
務
防
災
課
長
兼

危
機
管
理
監
兼
秘
書
広
報
・
町

活
性
化
推
進
室
長

◇
稲
田
由
紀
子
／
教
育
課
長
兼
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学

校
給
食
共
同
調
理
場
所
長

◇
皆
内
健
太
郎
／
矢
掛
病
院
主
幹

診
療
放
射
線
技
師
係
長
事
務
取

扱
◇
藤
原
徳
忠
／
出
納
室
長

◇
妹
尾
茂
樹
／
矢
掛
寮
長

◇
鳥
越
恵
子
／
矢
掛
病
院
看
護
師

長（
７
年
度
暫
定
再
任
用
職
員
）

◇
川
上
佳
子
／
矢
掛
病
院
看
護
師

長
◇
水
川
博
幸
／
学
校
給
食
共
同
調

理
場
整
備
運
転
員
（
７
年
度
暫

定
再
任
用
職
員
）

◇
吉
岡
真
太
郎
／
町
民
課
主
査

◇
井
上
永
遠
／
建
設
課
技
師
補

係
長（
教
育
課
学
校
教
育
係
長
）

◇
吉
岡
香
里
／
こ
ど
も
み
ら
い
課

子
育
て
支
援
係
長
（
こ
ど
も
み

ら
い
課
主
査
）

◇
小
野
豊
子
／
こ
ど
も
み
ら
い
課

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
係
長

（
福
祉
介
護
課
主
任
保
健
師
）

◇
妹
尾
　淳
／
福
祉
介
護
課
福
祉

推
進
係
長
（
社
会
福
祉
協
議
会

（
主
査
級
））

◇
青
江
和
美
／
矢
掛
寮
長
（
町
民

課
窓
口
係
長
）

◇
塩
飽
　啓
／
建
設
課
工
務
係
長

（
建
設
課
管
理
住
宅
係
長
）

◇
笠
行
美
沙
子
／
建
設
課
管
理
係

長
（
岡
山
県
西
部
衛
生
施
設
組

合
（
主
査
級
））

◇
赤
木
ゆ
き
こ
／
矢
掛
病
院
看
護

師
長（
矢
掛
病
院
主
任
看
護
師
）

◇
原
田
稚
子
／
介
護
老
人
保
健
施

設
事
務
次
長
（
介
護
老
人
保
健

施
設
主
任
支
援
相
談
員
）

　主
査
・
主
任
級

◇
妹
尾
芳
恵
／
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
（
福
祉
介
護
課
主
査
）

◇
津
尾
亜
紀
夫
／
社
会
福
祉
協
議

会
（
総
務
防
災
課
主
査
）

◇
赤
澤

　尚
／
総
務
防
災
課
町
活

性
化
推
進
室
長
（
総
務
防
災
課

主
査
）

◇
髙
月
翔
平
／
総
務
防
災
課
主
査

（
福
祉
介
護
課
主
査
）

◇
小
川
泰
徳
／
教
育
課
長
代
理
学

校
教
育
係
長
事
務
取
扱
兼
学
校

給
食
共
同
調
理
場
所
長
（
総
務

防
災
課
主
幹
人
事
給
与
係
長
事

務
取
扱
）

　主
幹
級

◇
石
井
亮
太
郎
／
総
務
防
災
課
主

幹
行
政
情
報
係
長
事
務
取
扱（
財

政
課
主
幹
財
政
係
長
事
務
取
扱
）

◇
小
出
健
司
／
財
政
課
主
幹
財
政

係
長
事
務
取
扱
（
総
務
防
災
課

主
幹
行
政
情
報
係
長
事
務
取
扱
）

◇
青
江
英
子
／
町
民
課
主
幹
窓
口

係
長
事
務
取
扱
（
福
祉
介
護
課

主
幹
福
祉
推
進
係
長
事
務
取
扱
）

◇
佐
藤
敬
子
／
矢
掛
認
定
こ
ど
も

園
長
（
中
川
保
育
園
長
（
係
長

級
））

◇
守
屋
淳
生
／
三
谷
保
育
園
長

（
三
谷
保
育
園
長
（
係
長
級
））

◇
原
田
京
子
／
中
川
保
育
園
長

（
矢
掛
認
定
こ
ど
も
園
長
）

◇
藤
永
里
美
／
福
祉
介
護
課
主
幹

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
（
こ
ど
も
み
ら
い
課
主
幹
子

育
て
支
援
係
長
事
務
取
扱
）

　係
長
級

◇
笠
行

　淳
／
総
務
防
災
課
人
事

給
与
係
長（
総
務
防
災
課
主
査
）

◇
浅
沼
孝
治
／
町
民
課
住
民
生
活
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矢掛町のイタリア野菜で交流広がる矢掛町のイタリア野菜で交流広がる矢掛町のイタリア野菜で交流広がる

野菜を「育てる」生産者と、料理を「作る」シェフ
そして料理を「味わう」人たちがつながる（CROSS する）体験型イベント

リ ー
キ

プンタ
レッラ フェン

ネル

ラディッ
キオ・プ

レコーチ
ェ

カーヴォ
ロ・ネー

ロ

ピンサとは… イタリアの食品メーカー、
ディマルコ社が独自に考
案した米粉・大豆粉・小
麦粉を使用したヘルシー
な生地の料理で、ヨーロ
ッパを中心に人気を集め
る、新しいスタイルのピ
ザです。

イベント会場には新鮮なイタリア野菜が
並びました。

ピンサに町産イタリア野菜をトッピングする、
ジョヴァンニさん（写真左）

　
2
月
23
日
、
矢
掛
町
が
産
地
化
・
特
産

化
を
進
め
て
い
る
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
魅
力

を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
テ
ー
ブ
ル
Ｃ
Ｒ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
」が
、Ｊ
Ａ
矢
掛
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
今
が
旬
の
リ
ー
キ
や

フ
ェ
ン
ネ
ル
、
カ
タ
ロ
ー
ニ
ャ
な
ど
の
イ

タ
リ
ア
野
菜
が
並
ぶ
マ
ル
シ
ェ
に
町
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
来
場
者
が
、
新
鮮

な
野
菜
を
求
め
て
列
に
並
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、ヘ
ル
シ
ー
な
ピ
ッ
ツ
ァ
と
し
て
、

今
世
界
で
人
気
を
広
め
て
い
る「
ピ
ン
サ
」

に
町
産
イ
タ
リ
ア
野
菜
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ

れ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。「
表
面
は
カ
リ
ッ
と
、
中
は
ふ
ん
わ

り
」、「
香
り
高
く
て
美
味
し
い
」
と
好
評

で
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
イ
タ
リ
ア
野
菜

フ
ァ
ン
を
う
な
ら
せ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
取
り
組
み

を
町
内
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催

し
た
栽
培
講
習
会
に
は
、約
60
名
が
参
加
。

イ
タ
リ
ア
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報

告
や
栽
培
状
況
・
方
法
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
興
味
津
々
に
ス
ラ
イ
ド

に
見
入
り
、
説
明
後
に
は
多
く
の
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
イ
タ
リ
ア
野
菜

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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矢掛町のイタリア野菜で交流広がる矢掛町のイタリア野菜で交流広がる矢掛町のイタリア野菜で交流広がる

野菜を「育てる」生産者と、料理を「作る」シェフ
そして料理を「味わう」人たちがつながる（CROSS する）体験型イベント

リ ー
キ

プンタ
レッラ フェン

ネル

ラディッ
キオ・プ

レコーチ
ェ

カーヴォ
ロ・ネー

ロ

フェンネルの収穫を体験する参加者

（左から）山中さん、三浦さん、北村さん、
　　　ジョヴァンニさん、髙月さん

イタリアンの名店シェフたちが再現する本場の
郷土料理を味わう参加者

イタリア野菜の魅力を伝える髙月さん

　
こ
の
日
は
、
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
町
産
イ
タ
リ
ア
野
菜
に
興
味
を
も
つ

約
30
人
が
参
加
。
浅
海
地
区
の
ほ
場
で
は
、

農
家
の
髙
月
周
次
郎
さ
ん
や
Ｊ
Ａ
の
担
当

者
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
ハ
ー
ブ
の
一

種
で
、
サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ
な
ど
に
使
わ
れ

る
「
フ
ェ
ン
ネ
ル
」
や
、
濃
い
赤
色
の
葉

が
特
徴
の
「
ラ
デ
ィ
ッ
キ
オ
・
プ
レ
コ
ー

チ
ェ
」
な
ど
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
山
﨑
和
加
代
さ
ん
は
「
イ
タ
リ
ア

野
菜
は
よ
く
食
べ
る
が
、
生
で
美
味
し
く

食
べ
れ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
こ
ん
な
に
鮮

度
の
高
い
野
菜
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
食
会
で
は
町
産
イ
タ
リ
ア
野

菜
を
扱
う
イ
タ
リ
ア
料
理
の
名
店
シ
ェ
フ

た
ち
が
リ
ー
キ
の
リ
ゾ
ッ
ト
や
カ
ー
ヴ
ォ

ロ
・
ネ
ー
ロ
の
煮
込
み
ス
ー
プ
な
ど
を
提

供
。
来
場
者
は
本
場
イ
タ
リ
ア
の
郷
土
料

理
な
ど
を
味
わ
い
、
そ
の
魅
力
を
楽
し
み

ま
し
た
。
調
理
を
担
当
し
た
ト
ラ
ッ
ト
リ

ア
・
デ
ッ
ラ
・
ラ
ン
テ
ル
ナ
・
マ
ジ
カ
（
東

京
都
）
の
三
浦
慶
文
シ
ェ
フ
は
「
矢
掛
町

の
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
良
さ
は
味
の
強
さ
と

鮮
度
。
こ
の
質
の
高
さ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
レ
ン
ジ
と
料
理
の
可
能
性
を
引
き
出
す
」

と
評
価
し
ま
し
た
。

　
矢
掛
町
イ
タ
リ
ア
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
軌
跡
を
た
ど
り
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
興
味
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、「
い
ま
、

イ
タ
リ
ア
野
菜
が
熱
い
」
と
題
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
家
庭
料
理
研
究
家
の
山
中
律

子
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
こ
の

日
、
大
好
評
だ
っ
た
ピ
ン
サ
を
考
案
し
た

イ
タ
リ
ア
の
食
品
メ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
マ
ル

コ
社
の
カ
パ
ン
ネ
リ
　
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
さ

ん
、
イ
タ
リ
ア
野
菜
を
手
が
け
る
髙
月
周

次
郎
さ
ん
た
ち
４
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
参
加
。

　
広
島
県
で
イ
タ
リ
ア
料
理
を
提
供
す
る

「
ラ・セ
ッ
テ
」
の
北
村
英
紀
シ
ェ
フ
は
「
形

が
良
く
て
も
味
に
繋
が
ら
な
い
の
が
、
国

産
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
印
象
で
、
難
し
さ
を

感
じ
る
。
そ
の
中
で
、
矢
掛
町
産
の
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
に
は
驚
い
た
」
と
話
し
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
「
イ
タ
リ
ア
野
菜
は
“
人
”

を
表
す
食
材
。
生
産
者
の
人
柄
や
研
究
熱

心
な
様
子
が
野
菜
の
味
わ
い
に
表
れ
て
い

る
の
で
は
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
さ
ん
は
「
矢
掛

町
の
生
産
者
そ
し
て
環
境
の
良
さ
が
、
イ

タ
リ
ア
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
上
げ

て
い
る
。
更
な
る
発
展
に
は
持
続
可
能
な

農
業
が
必
要
不
可
欠
。
今
後
の
展
開
も
楽

し
み
」
と
期
待
を
話
し
ま
し
た
。

い
ま
、
イ
タ
リ
ア
野
菜
が
熱
い

～
イ
タ
リ
ア
料
理
と
矢
掛
町
イ
タ
リ
ア
野
菜
～

収
穫
体
験
と
試
食
会
を
開
催

イ
タ
リ
ア
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ア
ー
に
県
内
外
か
ら
参
加
者

シンポジウム
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Information
まちからの

お知らせ

石井科学文化賞・渡邊武次郎賞（敬称略）
■問教育課学校教育係　☎（82）1080

石井科学文化賞
東馬場千尋（美川小）、 守屋くるみ（矢掛小）、 妹尾
悠生（三谷小）、平野　佑（山田小）、妹山結美（川
面小）、 佐藤爽司（中川小）、藤岡諒大（小田小）、
岡本草大、 小川碧斗、 武内優奈、 堀　鈴乃（矢掛中）、
三宅由華（小北中）

渡邊武次郎賞
前澤忠道（矢掛小）、 小出瑛斗（三谷小）、 川西優芽
（山田小）、 瀧本あんづ（川面小）、守屋真知子（中
川小）、 藤枝ことり（小田小）、山邊悠翔（矢掛中）、
馬場のぞみ（小北中）

矢掛町こども計画を策定
■問こどもみらい課子育て支援係　☎（82）1060

　町では、令和７年度から11年度までの「矢掛町こども計画」を策定しました。
　この計画の基本理念は「まち全体で支える子育て・子育ち・親育ち」です。家庭・
学校園・地域・企業・行政が各役割分担のもと連携を図りながら「子育てに優しいまち」
を推進します。
　「概要版」については、５月号の広報やかげに同封して配布しますのでご覧くださ
い。

●対象者
町内在住で本人および同一世帯に属する者が
町税等を完納していること

●対象事業
認定町道 100ｍ以上の区間を年３回以上清掃
活動し、内２回以上除草を行うもの
※町が除草作業を実施する区間および他の団
体が実施する区間は補助金の対象とならない
ため、事前に役場建設課でご確認ください。

●補助金額
除草作業に要した費用で、上限10,000円

１人から取り組める「まちピカソロ」の運用開始
■問建設課管理係　☎（82）1014

　町道の清掃や美化を行う「まちピカ」事業が「１人」から活動できるようになりました。全国的にも例が少な
い取り組みです。無料でバッテリー式刈払機の貸し出しも行っています。ぜひ、ご参加ください。

•対象団体
自治会、 老人会、生徒会、有志および企業等の団体（３人
以上）
•対象事業
　道路：道路台帳に記載されている町道で300ｍ以上の区間
河川：町管理河川で200ｍ以上の区間
公園：矢掛町公園設置条例第２条に規程する公園
•補助金額
20,000円（年３回以上の清掃活動を行う場合および公園の
場合）
30,000円（年3回の清掃活動の内2回以上草刈を行う場合）

•大黒天物産株式会社（倉敷市）　
　　代表取締役社長　大賀　昌彦　様
•株式会社モンベル（大阪府）
　　　代表取締役　　辰野　　勇　様
•株式会社バイクプラザヤマノ（倉敷市）
　　　代表取締役　　山野　洋義　様

令和 6年度企業版ふるさと納税　寄附企業紹介
■問企画課企画係　☎（82）1057

　企業版ふるさと納税は、地方公共団体の地方創生に関する取り組みに対して、企業の皆さまからご寄附いただ
く制度です。
　令和６年度は８社から企業版ふるさと納税の寄附をいただきました。町の取り組みに対しご理解・ご支援くだ
さり、ありがとうございました。今後も活力あるまちづくりのため、ご賛同いただける企業の皆さまからの寄附
を募集します。詳しくはお問い合わせください。
●ご寄附をいただいた企業様（公表同意企業様のみ）　　※寄附年月日順

•株式会社大塚商会（東京都）
　　代表取締役社長　大塚　裕司　様
•OEC株式会社（岡山市）
　　　代表取締役　　佐藤　俊治　様
•アサヒ物産株式会社（兵庫県）
　　　代表取締役　　大西　能久　様

活用内容の例
矢掛高校魅力化事業
結婚・出産・子育て支援
資源を生かした観光力強化

など

「リフォーム補助金」を拡充します
■問建設課管理係　☎（82）1014

　補助対象工事費の引き下げを行うことで、今までよりも補助金を活用しやすくなりました。また、限度額につ
いても、引き上げを行っています。ぜひご活用ください。

旧

50万円以上の工事

40万円

新

30万円以上の工事

50万円

補助対象工事

補助金限度額

※町内施工業者がリフォームする工事費の10％を補助

●耐震診断等補助金　変更点
令和７年度より代理受領制度の導入に
より、4,800円の自己負担で耐震診断
や補強計画を実施していただくことが
可能となりました。

●耐震改修等補助金　変更点
令和７年度より補助率および補助限度
額の引き上げ、補助対象メニューの追
加を行います。
※耐震改修補助金をご活用いただくに
は事前に耐震診断および補強計画を実
施している必要があります。
※追加メニューは補助率が異なるため
役場建設課までお問い合わせください。

「耐震診断等補助金」を拡充します
■問建設課管理係　☎（82）1014

令和6年度以前

診断料を一旦全額お支
払いいただき、事業完
了後に補助金の交付

令和7年度

自己負担額（4,800円）
のみのお支払い

項　　目

補  助  率

補助限度額

部分耐震改修、耐震シェルター、防災ベッド

旧

50％

80万円

新

80％

115万円
耐震改修事業

事　　業

追加メニュー

新規団体も募集しています

　•石井科学文化賞
矢掛本陣の当時の当主、石井遵一郎氏のおこころざしに
より創設。現当主の石井祥一郎氏の寄付金により表彰を
行っている。

　•渡邊武次郎賞
矢掛町名誉町民である渡邊武次郎氏のご意志により寄付
いただいた基金をもとに創設。現在も渡邊基金により表
彰を行っている。

　学業やスポーツ、文化活動などで活躍した児童生徒を表彰する「石井科学文化賞・渡邊武次郎賞  表彰式」が
行われました。受賞者は次のとおりです。
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Information
まちからの

お知らせ

石井科学文化賞・渡邊武次郎賞（敬称略）
■問教育課学校教育係　☎（82）1080

石井科学文化賞
東馬場千尋（美川小）、 守屋くるみ（矢掛小）、 妹尾
悠生（三谷小）、平野　佑（山田小）、妹山結美（川
面小）、 佐藤爽司（中川小）、藤岡諒大（小田小）、
岡本草大、 小川碧斗、 武内優奈、 堀　鈴乃（矢掛中）、
三宅由華（小北中）

渡邊武次郎賞
前澤忠道（矢掛小）、 小出瑛斗（三谷小）、 川西優芽
（山田小）、 瀧本あんづ（川面小）、守屋真知子（中
川小）、 藤枝ことり（小田小）、山邊悠翔（矢掛中）、
馬場のぞみ（小北中）

矢掛町こども計画を策定
■問こどもみらい課子育て支援係　☎（82）1060

　町では、令和７年度から11年度までの「矢掛町こども計画」を策定しました。
　この計画の基本理念は「まち全体で支える子育て・子育ち・親育ち」です。家庭・
学校園・地域・企業・行政が各役割分担のもと連携を図りながら「子育てに優しいまち」
を推進します。
　「概要版」については、５月号の広報やかげに同封して配布しますのでご覧くださ
い。

●対象者
町内在住で本人および同一世帯に属する者が
町税等を完納していること
●対象事業
認定町道 100ｍ以上の区間を年３回以上清掃
活動し、内２回以上除草を行うもの
※町が除草作業を実施する区間および他の団
体が実施する区間は補助金の対象とならない
ため、事前に役場建設課でご確認ください。
●補助金額
除草作業に要した費用で、上限10,000円

１人から取り組める「まちピカソロ」の運用開始
■問建設課管理係　☎（82）1014

　町道の清掃や美化を行う「まちピカ」事業が「１人」から活動できるようになりました。全国的にも例が少な
い取り組みです。無料でバッテリー式刈払機の貸し出しも行っています。ぜひ、ご参加ください。

•対象団体
自治会、 老人会、生徒会、有志および企業等の団体（３人
以上）
•対象事業
　道路：道路台帳に記載されている町道で300ｍ以上の区間
河川：町管理河川で200ｍ以上の区間
公園：矢掛町公園設置条例第２条に規程する公園
•補助金額
20,000円（年３回以上の清掃活動を行う場合および公園の
場合）
30,000円（年3回の清掃活動の内2回以上草刈を行う場合）

•大黒天物産株式会社（倉敷市）　
　　代表取締役社長　大賀　昌彦　様
•株式会社モンベル（大阪府）
　　　代表取締役　　辰野　　勇　様
•株式会社バイクプラザヤマノ（倉敷市）
　　　代表取締役　　山野　洋義　様

令和 6年度企業版ふるさと納税　寄附企業紹介
■問企画課企画係　☎（82）1057

　企業版ふるさと納税は、地方公共団体の地方創生に関する取り組みに対して、企業の皆さまからご寄附いただ
く制度です。
　令和６年度は８社から企業版ふるさと納税の寄附をいただきました。町の取り組みに対しご理解・ご支援くだ
さり、ありがとうございました。今後も活力あるまちづくりのため、ご賛同いただける企業の皆さまからの寄附
を募集します。詳しくはお問い合わせください。
●ご寄附をいただいた企業様（公表同意企業様のみ）　　※寄附年月日順

•株式会社大塚商会（東京都）
　　代表取締役社長　大塚　裕司　様
•OEC株式会社（岡山市）
　　　代表取締役　　佐藤　俊治　様
•アサヒ物産株式会社（兵庫県）
　　　代表取締役　　大西　能久　様

活用内容の例
矢掛高校魅力化事業
結婚・出産・子育て支援
資源を生かした観光力強化

など

「リフォーム補助金」を拡充します
■問建設課管理係　☎（82）1014

　補助対象工事費の引き下げを行うことで、今までよりも補助金を活用しやすくなりました。また、限度額につ
いても、引き上げを行っています。ぜひご活用ください。

旧

50万円以上の工事

40万円

新

30万円以上の工事

50万円

補助対象工事

補助金限度額

※町内施工業者がリフォームする工事費の10％を補助

●耐震診断等補助金　変更点
令和７年度より代理受領制度の導入に
より、4,800円の自己負担で耐震診断
や補強計画を実施していただくことが
可能となりました。

●耐震改修等補助金　変更点
令和７年度より補助率および補助限度
額の引き上げ、補助対象メニューの追
加を行います。
※耐震改修補助金をご活用いただくに
は事前に耐震診断および補強計画を実
施している必要があります。
※追加メニューは補助率が異なるため
役場建設課までお問い合わせください。

「耐震診断等補助金」を拡充します
■問建設課管理係　☎（82）1014

令和6年度以前

診断料を一旦全額お支
払いいただき、事業完
了後に補助金の交付

令和7年度

自己負担額（4,800円）
のみのお支払い

項　　目

補  助  率

補助限度額

部分耐震改修、耐震シェルター、防災ベッド

旧

50％

80万円

新

80％

115万円
耐震改修事業

事　　業

追加メニュー

新規団体も募集しています

　•石井科学文化賞
矢掛本陣の当時の当主、石井遵一郎氏のおこころざしに
より創設。現当主の石井祥一郎氏の寄付金により表彰を
行っている。

　•渡邊武次郎賞
矢掛町名誉町民である渡邊武次郎氏のご意志により寄付
いただいた基金をもとに創設。現在も渡邊基金により表
彰を行っている。

　学業やスポーツ、文化活動などで活躍した児童生徒を表彰する「石井科学文化賞・渡邊武次郎賞  表彰式」が
行われました。受賞者は次のとおりです。

11 令和７年４月号



Information
まちからの

お知らせ

妊婦のための支援給付について
■問こどもみらい課子育て支援係　☎（82）1060

●対象者
①法律上、婚姻をしている夫婦
②補助金の交付申請の日において、夫婦いずれか一方
が矢掛町に1年以上住所を有する人

③補助の交付申請の日において、交付を受けることが
できる人および世帯員に町税等の滞納がない人

●対象期間
•矢掛町に住所を有するときに実施したものとし、不
育治療後補助金交付予定日まで継続して、矢掛町に
住所を有する場合に限る。

•補助の対象となる不育治療回数は、年度を問わず、
1人につき3回を限度とする。

不育治療助成事業について
■問こどもみらい課子育て支援係　☎（82）1060

　不育症のため、医療保険適用外の不育治療を受けた場合において、その治療費の一部を助成することにより、
経済的負担を軽減し、不育治療対策の充実を図ることを目的としています。

●補助金額（限度額）
•一不育治療あたり、300,000円
•補助の金額は、一対象者900,000円
●利用方法
　利用希望者は、事前にこどもみらい課で申請をして
ください。

国保に加入するとき・やめるときの届出について
■問町民課窓口係　☎（82）1011

　国民健康保険に加入するとき、やめるときは、町民課に届出が必要です。
　※自動的には切り替わりません。

※国保の加入は、国保に加入することになった日から
14日以内に届け出る義務があります。届出が遅れた期
間に支払った医療費は、全額自己負担になる場合があり
ますので、ご注意ください。
※届出に必要な物など、詳しくはお問い合わせください。

●電子申請での資格喪失手続き
　次のQRコードを読み込むか町ホーム
ページの「国民健康保険・後期高齢者医
療」のページから電子申請でも手続きが
できます。

●対象者
人間ドックの受診日に、次の項目をすべて満たす町民
①町国民健康保険に加入している40 歳以上の町民ま
たは後期高齢者医療制度に加入している町民

②保険税（料）を完納していること
③特定健診または後期高齢者健診を町の集団けんしん
や個別健診で受診していないこと

●給付対象の人間ドック
４月１日㈫から令和８年３月31日㈫の間に受診し、
特定健診の基本項目を満たしていること

人間ドック費用の一部を負担します
■問健康推進課健康庶務係　☎（82）1013

●給付額
5,000円を上限とし、支払った費用の額（職場等か
ら費用負担を受けた場合は、その金額を差し引いた
後の額）
●申請手続き
⑴人間ドック受診前に認定申請書を
保健センター窓口または電子申請に
より提出して認定を受ける。
⑵人間ドックを受診する。
⑶受診後、給付申請書に領収書や健診結果等を添え
て、保健センター窓口へ提出する。

↑申請フォーム

●対象者
昭和36年４月１日～昭和61年３月31日生まれの人
※脳の手術を受けた人は受診できません。
●検査実施日
①日曜日の午前（６月～令和８年３月の偶数月）
　※月１回６人予定、年間30人募集
②月曜日、木曜日の午後４時（６月～令和８年３月）
　※毎週１人ずつ予定、年間70人募集
●自己負担金　10,500円（検査当日に支払い）

令和７年度脳ドック受診希望者を募集します
■問健康推進課健康庶務係　☎（82）1013

　主に脳動脈瘤、脳梗塞、脳腫瘍などの早期発見を目的に脳ドックを次のとおり実施します。
●検査方法　MRI、 MRA
●受診場所　矢掛病院（矢掛町矢掛2695番地）
●申込方法　ネット予約
　　　　　　５月７日㈬午前９時から受付開始

①の受付 ②の受付

こんなとき

こんなとき

加
入
す
る
と
き

や
め
る
と
き

職場の健康保険などをやめたとき
（任意継続の期間が満了したとき）

家族の職場の健康保険の扶養から外れたとき

職場の健康保険などに加入したとき

家族の職場の健康保険の扶養になったとき

Health  Calendar　MayHealth  Calendar　May

※事前に連絡をしてから受診してください。

  4日㈰/㈷ ☎(82)０２０２山 縣 内 科 医 院
  5日㈪/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
  6日㈫/（振） ☎(82)３０７０おぐら整形外科
11日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
18日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院
25日㈰ ☎(82)１３２１水　川　内　科

  3日㈯/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

休日当番医
と　　き 病　　　院　　　名

5月の健康カレンダー

受付：午前９時３０分～１０時0０分
会場：矢掛町保健センター
　　（矢掛病院西隣）
受付：午後０時３０分～
会場：矢掛町保健センター
　　（矢掛病院西隣）
受付：午前９時1０分～
会場：矢掛町保健センター
　　（矢掛病院西隣）

８日㈭

13日㈫

時間・会場と　き 内　　　容
健康・子育て・こころ

21日㈬

育児相談

３歳児健康診査
※対象者には事前に案内を
　送付します。

すこやか学級
※対象者には事前に案内を
　送付します。

休日当番医を確認できます▶

●対 象 者　　妊婦
※流産、死産、人工妊娠中絶等を経験
した人も新たに給付対象となりました。

●給付時期　　（１回目給付）　妊娠後
　　　　　　　（２回目給付）　出産後

※妊娠届出時に、保健師との面談を通
じてご案内します。

　妊娠期から切れ目のない支援を行う観点から、子ども・子育て支援法に「妊婦のための支援給付」が創設され
令和７年４月以降に開始されます。これに伴い、「出産・子育て応援給付金」は令和７年３月 31日で終了しました。
３月 31日までに出産した人には、「子育て応援給付金」を支給します。

●支給金額　　（１回目給付）
　　　　　　　妊婦に対して、５万円
　　　　　　　（２回目給付）
　　　　　　　妊娠している子どもの数　×５万円

制度移行のお知らせ

矢掛町こども計画関連目標
「合計特殊出生率 1.61」

矢掛町こども計画
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Information
まちからの

お知らせ

妊婦のための支援給付について
■問こどもみらい課子育て支援係　☎（82）1060

●対象者
①法律上、婚姻をしている夫婦
②補助金の交付申請の日において、夫婦いずれか一方
が矢掛町に1年以上住所を有する人
③補助の交付申請の日において、交付を受けることが
できる人および世帯員に町税等の滞納がない人
●対象期間
•矢掛町に住所を有するときに実施したものとし、不
育治療後補助金交付予定日まで継続して、矢掛町に
住所を有する場合に限る。
•補助の対象となる不育治療回数は、年度を問わず、
1人につき3回を限度とする。

不育治療助成事業について
■問こどもみらい課子育て支援係　☎（82）1060

　不育症のため、医療保険適用外の不育治療を受けた場合において、その治療費の一部を助成することにより、
経済的負担を軽減し、不育治療対策の充実を図ることを目的としています。

●補助金額（限度額）
•一不育治療あたり、300,000円
•補助の金額は、一対象者900,000円
●利用方法
　利用希望者は、事前にこどもみらい課で申請をして
ください。

国保に加入するとき・やめるときの届出について
■問町民課窓口係　☎（82）1011

　国民健康保険に加入するとき、やめるときは、町民課に届出が必要です。
　※自動的には切り替わりません。

※国保の加入は、国保に加入することになった日から
14日以内に届け出る義務があります。届出が遅れた期
間に支払った医療費は、全額自己負担になる場合があり
ますので、ご注意ください。
※届出に必要な物など、詳しくはお問い合わせください。

●電子申請での資格喪失手続き
　次のQRコードを読み込むか町ホーム
ページの「国民健康保険・後期高齢者医
療」のページから電子申請でも手続きが
できます。

●対象者
人間ドックの受診日に、次の項目をすべて満たす町民
①町国民健康保険に加入している40 歳以上の町民ま
たは後期高齢者医療制度に加入している町民

②保険税（料）を完納していること
③特定健診または後期高齢者健診を町の集団けんしん
や個別健診で受診していないこと

●給付対象の人間ドック
４月１日㈫から令和８年３月31日㈫の間に受診し、
特定健診の基本項目を満たしていること

人間ドック費用の一部を負担します
■問健康推進課健康庶務係　☎（82）1013

●給付額
5,000円を上限とし、支払った費用の額（職場等か
ら費用負担を受けた場合は、その金額を差し引いた
後の額）

●申請手続き
⑴人間ドック受診前に認定申請書を
保健センター窓口または電子申請に
より提出して認定を受ける。
⑵人間ドックを受診する。
⑶受診後、給付申請書に領収書や健診結果等を添え
て、保健センター窓口へ提出する。

↑申請フォーム

●対象者
昭和36年４月１日～昭和61年３月31日生まれの人
※脳の手術を受けた人は受診できません。

●検査実施日
①日曜日の午前（６月～令和８年３月の偶数月）
　※月１回６人予定、年間30人募集
②月曜日、木曜日の午後４時（６月～令和８年３月）
　※毎週１人ずつ予定、年間70人募集
●自己負担金　10,500円（検査当日に支払い）

令和７年度脳ドック受診希望者を募集します
■問健康推進課健康庶務係　☎（82）1013

　主に脳動脈瘤、脳梗塞、脳腫瘍などの早期発見を目的に脳ドックを次のとおり実施します。
●検査方法　MRI、 MRA
●受診場所　矢掛病院（矢掛町矢掛2695番地）
●申込方法　ネット予約
　　　　　　５月７日㈬午前９時から受付開始

①の受付 ②の受付

こんなとき

こんなとき

加
入
す
る
と
き

や
め
る
と
き

職場の健康保険などをやめたとき
（任意継続の期間が満了したとき）

家族の職場の健康保険の扶養から外れたとき

職場の健康保険などに加入したとき

家族の職場の健康保険の扶養になったとき

Health  Calendar　MayHealth  Calendar　May

※事前に連絡をしてから受診してください。

  4日㈰/㈷ ☎(82)０２０２山 縣 内 科 医 院
  5日㈪/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
  6日㈫/（振） ☎(82)３０７０おぐら整形外科
11日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
18日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院
25日㈰ ☎(82)１３２１水　川　内　科

  3日㈯/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

休日当番医
と　　き 病　　　院　　　名

5月の健康カレンダー

受付：午前９時３０分～１０時0０分
会場：矢掛町保健センター
　　（矢掛病院西隣）
受付：午後０時３０分～
会場：矢掛町保健センター
　　（矢掛病院西隣）
受付：午前９時1０分～
会場：矢掛町保健センター
　　（矢掛病院西隣）

８日㈭

13日㈫

時間・会場と　き 内　　　容
健康・子育て・こころ

21日㈬

育児相談

３歳児健康診査
※対象者には事前に案内を
　送付します。

すこやか学級
※対象者には事前に案内を
　送付します。

休日当番医を確認できます▶

●対 象 者　　妊婦
※流産、死産、人工妊娠中絶等を経験
した人も新たに給付対象となりました。

●給付時期　　（１回目給付）　妊娠後
　　　　　　　（２回目給付）　出産後

※妊娠届出時に、保健師との面談を通
じてご案内します。

　妊娠期から切れ目のない支援を行う観点から、子ども・子育て支援法に「妊婦のための支援給付」が創設され
令和７年４月以降に開始されます。これに伴い、「出産・子育て応援給付金」は令和７年３月 31日で終了しました。
３月 31日までに出産した人には、「子育て応援給付金」を支給します。

●支給金額　　（１回目給付）
　　　　　　　妊婦に対して、５万円
　　　　　　　（２回目給付）
　　　　　　　妊娠している子どもの数　×５万円

制度移行のお知らせ

矢掛町こども計画関連目標
「合計特殊出生率 1.61」

矢掛町こども計画
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14令和７年４月号

Information
まちからの

お知らせ

●対象者
矢掛町に住民票がある①～③の人で過去に帯状疱疹
予防接種の助成を受けたことがない人
①年度末年齢で65歳の人
②令和７年度から令和 11年度までの５年間の経過
措置として、その年度内に70、75、80、85、90、
95、100歳となる人。

※令和７年度に限り、101歳以上となる人も対象。
③年度末年齢で 60 歳以上 65 歳未満の者であって、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害が
あり、医師が予防接種を必要と認めた人

　※①・②の人には、個別通知を5月頃に送ります。
　　③の人は、かかりつけ医にご相談ください。
●予約方法　　接種を希望する医療機関へ直接予約
●接種場所　　町内医療機関のほか、県内の医療機関

帯状疱疹定期接種が始まりました
■問健康推進課健康業務係　☎（82）1013

　町では、令和 6 年10月より帯状疱疹予防接種費用の一部助成を開始していましたが、令和 7 年度から65歳の
人などへの帯状疱疹ワクチンの予防接種が、予防接種法に基づく定期接種の対象になりました。

●接種費用

町では 50 歳以上（定期接種対象者以外）を対象に
した予防接種費用の一部助成も引き続き実施します。
【定期外接種の注意事項】
•助成を受けてしまうと定期接種が対象となる歳に
助成を受けることができません。
•接種には助成券が必要です。
矢掛町の帯状疱疹予防接種一部助成に
ついて詳しくは町HPをご覧ください。

ワクチンの種類 接種回数
（1人につき） 自己負担額

生ワクチン 2,600円

不活化ワクチン 6,600円
（1回につき）２ 回

１ 回

■問健康推進課健康庶務係　☎（��）1013
皆さんの医療費を知りましょう

⃝75歳以上の人と、一定の障害がある65歳以上の人
で構成されている後期高齢者医療制度の矢掛町におけ
る医療費の状況
　令和５年度は後期高齢者医療制度加入者数3,098人
が対象で、一人当たりの年間医療費は、約98万円でし
た。令和４年度と比べて約3.5万円減となりました。

⃝令和５年度の矢掛町における後期高齢者（75歳以上）の年間疾病別医療費状況

医療費総額（円）
年間被保険者
数平均人数
（人）

一人当たり
年間医療費
（円）

県内
順位

令和
５年度 30億3,183万7,972 3,098 97万 8,644 10位

※岡山県後期高齢者医療広域連合より提供

適正受診で医療費を節約しましょう!
◦�医療費を下げるためには、同じ病気で複数の医療
機関を受診することを控え、不必要な検査やお薬
を貰わないようにしましょう。
◦�日頃の健康に不安を感じたときに医療の相談がで
きる、かかりつけ医を持ちましょう。気になる症
状があれば、まずはかかりつけの医師に相談しま
しょう。
◦�ジェネリック医薬品（後発医薬品）を活用しまし
ょう。
◦�健康診断を１年に１回は受けて、早期発見、早期
治療を心掛けましょう。

順位 分　　類
１位 慢性腎臓病
２位 高　血　圧
３位 骨粗しょう症

※対象データ：ＤＰＣ（包括医療費支払い制度）を含む医科入院、
医療入院外のＫＤＢデータ

　これらの疾病は、生活習慣が大きく関わっているた
め、予防が大切になります。「高齢者の保健事業と介
護予防等の一体的な実施事業」では、生活習慣病等で
の疾病やフレイル予防のためにさまざまな取り組みを
実施し、できるだけ長く自立した生活を送れる人が増
えることを目指しています。



■問健康推進課健康庶務係　☎（��）1013
皆さんの医療費を知りましょう
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　　　有害鳥獣被害の現状
　イノシシ等による被害は、全国でも年々広域
化しており、農作物被害の拡大や農業者の生産
意欲の減退などが課題となっています。
　課題解決に向け、町では平成25年度に矢掛
町鳥獣被害対策実施隊を設置し、有害鳥獣駆除
を行っており、令和6年度は過去最多となる
419頭のイノシシを捕獲しました。（2月末）
　有害鳥獣対策の柱の一つである「捕獲」によ
る加害鳥獣の減少と、「柵」による防護機能で、
2つの対策を連携させることでより効果的な対
策となります。

　　　実施隊の活動
　農作物等への被害を防止するために、猟期
以外の期間に実施隊による有害鳥獣駆除が行
われています。実施隊は、銃による駆除のほ
か、檻や罠の設置、見回り、目撃情報に応じ
た出動など、昼夜を問わず活動を行っていま
すが、有害鳥獣駆除には危険が伴います。
　実施隊は、狩猟免許や猟銃の所持許可を得ており、町猟友会から推薦を受けた、経験や技術が豊富な
隊員で組織されています。その一員である実施隊長の小野弘隆さんにお話を聞きました。

■■地域との連携で被害対策を推進
　実施隊の活動にやりがいを感じる一方で、相手が野生鳥獣な
だけに、危険な場面と出くわすこともあります。檻に入ったイ

ノシシが頭突きで扉を破壊し迫ってきたり、イノシシの突進でくくり罠のワイ
ヤーが切れてしまったりなど、手に汗を握る瞬間があります。それでも、町の
中で重要な役割を担っているという思いを持って活動を続けています。
　しかし、実施隊の駆除活動だけでは被害対策はできません。重
要なのは町や地域との連携、一人ひとりの防護です。町の取り組
みを活用しながら、鳥獣が近寄りにくい環境づくりを推進する必
要があります。地域ぐるみの対策で被害を防止していきましょう。

　　　防護柵設置への補助制度
　町では野生鳥獣による農業被害の減少に効果的な対策として、防護柵の設置を行う地域に対し、防
護柵資材購入費の2分の１以内を補助しています。また、集落全体や一団の農用地をまとめて囲む「集
落柵」を設置する場合は、岡山県の補助事業を活用し、４分の３以内の補助を受けられます。検討さ
れる地域は、各事業ごとに要件がありますので、産業観光課（☎（82）1016）にご相談ください。

有害鳥獣から
矢掛町の「農」を守る

有害鳥獣被害が全国各地で課題となっている中、今回は有害鳥獣被害の現状
と被害軽減に取り組む矢掛町鳥獣被害対策実施隊の活動を紹介します。
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実施隊長
小野弘隆さん

イノシシの捕獲頭数推移
過去最多の捕獲数

※令和6年度は、令和7年2月末現在
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家庭用省エネルギー設備の導入には補助制度があります

家庭大型ごみ（不燃物）収集を実施します

　地球温暖化対策として、町内の住宅（自
己所有 ･自己居住のための住宅）等への
省エネ設備を導入する人へ補助金を交付
します。
　詳細は、町ホームページをご確認くだ
さい。
※工事をする前に申請が必要です。（工
事着手後の申請は受付できません）
※町が設けている他の補助制度との併用
はできません。
※申請が予算額に達した時点で終了とな
ります。

　町環境衛生協議会では、下記の日程で令和７年度家庭大型ごみ収集を実施します。
　家庭から出る不燃物（30㎝以上2ｍ以下のもの）がある人は、お住まいの地区の収集場所へ搬入してください。
※搬入時間は厳守してください。
※回収品目、注意事項は、事前に町ホームページをご確認のうえ、
　搬入してください。
　　　　令和７年度実施計画

地　　区 実　施　日 収　　集　　場　　所 搬 入 時 間
矢　掛 ５月11日（日） やかげ文化センター駐車場(矢掛病院東)

午前8時～10時

美　川 ６月 ８日（日） 美川生活改善センター駐車場
三　谷 10月12日（日） 三谷コミュニティーセンター南広場
山　田 ９月14日（日） 山田小学校校庭
川　面 ８月24日（日） 鵜江会館駐車場
中　川 ９月 ７日（日） 中川町民会館駐車場
小　田 11月 ２日（日） 小田小学校　下運動場

　町では、水質や土壌の異常が発生していないかの調査の
ため、また、異常が疑われるときや、異常が発生したとき
のバックデータの収集のため、毎年、町内各所で水質検査
と土壌検査を行っています。
　令和６年度の調査では、すべての地点で異常はありませ
んでした。
　今後も安全・安心なまちづくりのために水質・土壌の保
全を行っていきます。

町内河川等の水質・土壌
検査の実施結果について

対　象　設　備 設 備 の 例 補助率
等

補助金
上限額

太陽光発電設備
※自家消費型に限る

◦ FITまたはFIP認定を取得しな
いこと
◦発電出力（太陽電池の最大出力
が10キロワット未満のもの）等

7万円
/kw 49万円

高効率給湯器 エコキュート /エコジョーズ /
ハイブリッド型給湯器ほか 1/10 12万円

窓　　断　　熱 複層ガラス化、内窓設置ほか 1/10 15万円

蓄　　電　　池 リチウムイオン蓄電池 /エネフ
ァーム 1/10 15万円

電気自動車（EV) ※軽ＥＶに限る 1/10 15万円
新設　EV充電器 普通充電器に限る 1/10 ６万円

Ｖ２Ｈ充電設備
電気自動車等への充電および電
気自動車等から建物への電力供
給が可能な充電設備

1/10 15万円

N

①鬼ヶ岳ダム（夫婦橋）

③鬼ヶ岳ダム（放流水）
④烏頭川

⑲大倉川

㉗滝寺川

⑰金山谷川

⑱大渡川（上流）

②鬼ヶ岳ダム（貯留水）

㉕林田川（下流）
㉖小田川（観音橋）

㉘水路
㉙井戸 ㉚水路

⑤羽無川 ⑥久谷川

⑦奥田川（上流）

⑭大谷川（上流）
⑮大谷川（下流）

㉓小田川（新栄橋）

⑳星田川（上流）

㉒星田第２ダム南 ⑩宇角川（下流）

㉔林田川（上流）

㉑星田川（下流）

奥迫地内
（⑪西側⑫東側⑬井戸）

⑨宇角川（上流）

⑧奥田川（下流）

⑯小田川（福頼橋）

e c o
communication ■問町民課環境エネルギー係　☎（82）1011

凡　例
水質検査箇所
土壌検査箇所

←町ホームページは
　こちらから
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犬の手続きについて
飼い犬の登録・狂犬病の予防接種・飼い犬の死亡届は、狂犬病予防法により義務付けられています。
登録は犬の戸籍のようなものです。死亡の届出、登録事項変更の届出は必ず行ってください。

飼い始めた日もしくは、
生後90日を経過した日から
30日以内に申請

登録は犬の生涯に1度

登録手数料 3,000円/頭

年に１回
（３月２日～翌年３月１日まで）
予防注射を受けたら、狂犬病
予防注射済票の交付手続きを
しなければいけません。

 交付手数料

死亡届の提出

手続きは、次の①または②から選択してください。
①狂犬病予防注射の集団接種会場

②動物病院等で狂犬病予防注射
・接種後、「町民課窓口」または、右記QRコードから「電子申請」で注射済
　票の交付手続きを行ってください。
・電子申請によりお支払いされる場合は、「注射済票」の郵送を行うため、
　郵便料110円をご負担いただきます。

・矢掛町に引っ越してきた場合は、以前の居住地の鑑札を町民課窓口
　へご持参ください。
・犬を譲る場合は、鑑札や注射済票も一緒に渡してください。

登録を申請 死亡の届出

犬が生後
91日以上
になったら

犬
を
飼
い
始
め
た
ら

犬
が
亡
く
な
っ
た
ら

登録事項の変更届出書の提出

飼い主が代わったり・引っ越したら

【令和７年度集団接種日】4月25日㈮、27日㈰

鑑札を交付

550円/頭

■問町民課環境エネルギー係　☎（82）1011

～ 狂犬病予防集団接種日のお知らせ ～

※猫に関する苦情、相談も寄せられます。
　飼い猫のしつけや野良猫に餌を与えない等、動物愛護に責任を果たす行動をとりましょう。

～ 犬を飼っている人へ（お願い）～
　犬の放し飼いや道路、公園などにおけるフンの未処理など、犬の飼い方に
関する相談が役場に寄せられています。
　地域の人に不快感を与えることなく、住民間のトラブルを防ぐためにも、
飼主としての責任とマナーを守りましょう。

○犬のフンは持ち帰りましょう！☆散歩にはスコップやビニール袋を携行しましょう。
○犬はつないで飼いましょう！　☆常にリード（つな）につないで飼いましょう。
○動物を絶対に捨てないでください！☆動物を虐待したり遺棄することは犯罪です。

狂犬病予防注射＋注射済票の交付

※矢掛町で犬の登録済の飼い主へ別途通知します。

犬の手続きは電子申請（電子決済）が便利です！

令和７年度令和７年度
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　町には、在宅で生活をされている高齢者の皆さんが利用できる福祉サービスが
あります。
　これらのサービスを受けるためには申請の上、審査が必要となります。サービ
スによって対象者条件が異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

高齢者福祉に関する
　　各種サービスのお知らせ

福祉介護課福祉推進係　☎（82）1026問

福祉介護課　☎（82）1026問

　加齢により耳が聞こえにくくなり、日常生活に不便を感じている高齢者を対象に補聴器の購入に要する費用の
一部を助成します。ただし、購入後の申請は助成対象外となります。助成を希望する人には、事前に制度の説明
等を行った上で申請書をお渡ししますので、まずはお問い合わせください。

●対象要件
　次のすべての条件を満たしている人
・矢掛町内に住所を有する人
・申請日時点において満65歳以上の人
・聴覚障害による身体障害者手帳を所持していない人
・耳鼻咽喉科を標榜する医師により、補聴器の必要性が認められる人
・過去にこの助成を受けていない人
●助成金額
　住民税非課税の人は上限50,000円。それ以外の人は上限30,000円。
　※助成を受けられるのは1人1回まで。修理代や文書料、診察料は対象になりません。

補聴器購入費助成事業

　在宅で6か月以上、ねたきり高齢者、認知症高齢者、障がい者を介護している人に対して介護手当を支給します。
●支給額　 10,000円／月
●対象者（①～③のいずれかの要件に該当する人）
①65歳以上で要介護4または5常時ねたきり状態である人
②65歳以上で認知症があり問題行動がある人
③20歳以上で身体障害者手帳1級・2級または療育手帳Aを持ち、ねたきりまたは歩行不能状態である人
※いずれも過去6か月の間に1か月あたりの入院・入所・ショートステイの利用日数が合計10日を超えていな
いことが条件です。

ねたきり老人等介護手当

　緊急時に援助を必要とする高齢者および身体障害者を対象に、緊急通報装置を貸与しています。ボタンを押す
だけで見守りセンターにつながり、相談や助けを呼ぶことができます。また、急病や災害発生時などの、緊急時
には必要に応じて救急車の出動要請を行います。

高齢者等見守りシステム

サービス名

緊急通報装置 月額　  900円

貸与品・使用回線・サービス内容等 負 担 費 用対  象  者

・緊急通報端末・ペンダントの貸し出し
・電話回線を使用

センサー付
緊急通報装置

・初回設置費用
　　　 2,500円
・月額　  900円

・緊急通報端末・ペンダント・見守りセンサ
ーの貸し出し
・センサーが異常を感知すると自動的にコー
ルセンターに通報
・電話回線を使用

・65歳以上の一人暮らし
・85歳以上のみの世帯
・身体障害者手帳1級を持つ
一人暮らし

65歳以上の一人暮らし

　調理困難な高齢者等に対し、お弁当を配達します。
　週に4食までは町が1食220円を補助します。4食を超える場合は全額自己負担になります。
●対象者
　町県民税非課税世帯の調理困難な65歳以上のみ世帯または、障がい者のみの世帯
　※おかずのみを頼むこともできます。配達条件等は業者によって異なります。

配食サービス

　タクシーに乗るときと降りるときの2回、マイナンバーカードを端末に2回
かざすことで、タクシー利用料金に係る本人負担額が上限800円（月4回まで。
町内移動に限る。）となります。
　申請にはマイナンバーカードおよび暗証番号が必要となります。

定額タクシー ※令和6年10月から

定額タクシー

乗り  降り

■問福祉介護課地域包括支援センター　☎（82）1026
行方不明者情報提供依頼メールの事前登録について
高齢者の行方不明に備えよう

●行方不明者情報提供依頼メール
　矢掛町徘徊SOSネットワーク事業では、
徘徊高齢者の把握や行方不明になったとき
の情報提供を行っています。行方不明者情
報提供依頼メールを利用すれば、認知症の
有無にかかわらず、高齢者が行方不明にな
ったときに、顔写真付きの情報配信メール
を配信することで、早期発見に役立てるこ
とができます。
　行方不明者は75歳から85歳の年齢に多
く、家族だけで発見することは困難です。
できるだけ多くの人に的確な情報提供を依
頼するために事前登録をお勧めします。

●矢掛町徘徊SOSネットワーク事業
　町では、認知症等により徘徊のおそれのある高齢者等が行方不明になった際に、情報配信メールなどを通じて
早期発見に役立てる、矢掛町徘徊SOSネットワーク事業の取り組みを推進しています。

写真（上半身）ふりがな
氏　　名
性　　別
生年月日
住　　所
身　　長
体　　型
髪　　型

身体的特徴

やかげ　はなこ
矢掛　花子
女
昭和15年 4月 2日（85歳）
矢掛町矢掛
155㎝程度
普通
白髪
押し車を使って歩いています。
自分の名前は言えません。

矢掛町行方不明者情報提供依頼メール（例）

　福祉タクシー利用券からマイナンバーカードを活用したポイント助成に変わりました。

福祉タクシー

区　 分 対　 象　 者 申請に必要な物付与ポイント

高齢者の部 最大12,000円分
（1,000円分／月）・65歳以上の運転免許証を所持していない人

障害者の部
・身体障害者手帳1・2級所持者
・療育手帳A所持者
・精神障害者保健福祉手帳1級所持者

最大24,000円分
（2,000円分／月）

マイナンバーカード、
マイナンバーカードの
暗証番号、各種手帳

マイナンバーカード、
マイナンバーカードの
暗証番号
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　町には、在宅で生活をされている高齢者の皆さんが利用できる福祉サービスが
あります。
　これらのサービスを受けるためには申請の上、審査が必要となります。サービ
スによって対象者条件が異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

高齢者福祉に関する
　　各種サービスのお知らせ

福祉介護課福祉推進係　☎（82）1026問

福祉介護課　☎（82）1026問

　加齢により耳が聞こえにくくなり、日常生活に不便を感じている高齢者を対象に補聴器の購入に要する費用の
一部を助成します。ただし、購入後の申請は助成対象外となります。助成を希望する人には、事前に制度の説明
等を行った上で申請書をお渡ししますので、まずはお問い合わせください。

●対象要件
　次のすべての条件を満たしている人
・矢掛町内に住所を有する人
・申請日時点において満65歳以上の人
・聴覚障害による身体障害者手帳を所持していない人
・耳鼻咽喉科を標榜する医師により、補聴器の必要性が認められる人
・過去にこの助成を受けていない人

●助成金額
　住民税非課税の人は上限50,000円。それ以外の人は上限30,000円。
　※助成を受けられるのは1人1回まで。修理代や文書料、診察料は対象になりません。

補聴器購入費助成事業

　在宅で6か月以上、ねたきり高齢者、認知症高齢者、障がい者を介護している人に対して介護手当を支給します。
●支給額　 10,000円／月
●対象者（①～③のいずれかの要件に該当する人）
①65歳以上で要介護4または5常時ねたきり状態である人
②65歳以上で認知症があり問題行動がある人
③20歳以上で身体障害者手帳1級・2級または療育手帳Aを持ち、ねたきりまたは歩行不能状態である人
※いずれも過去6か月の間に1か月あたりの入院・入所・ショートステイの利用日数が合計10日を超えていな
いことが条件です。

ねたきり老人等介護手当

　緊急時に援助を必要とする高齢者および身体障害者を対象に、緊急通報装置を貸与しています。ボタンを押す
だけで見守りセンターにつながり、相談や助けを呼ぶことができます。また、急病や災害発生時などの、緊急時
には必要に応じて救急車の出動要請を行います。

高齢者等見守りシステム

サービス名

緊急通報装置 月額　  900円

貸与品・使用回線・サービス内容等 負 担 費 用対  象  者

・緊急通報端末・ペンダントの貸し出し
・電話回線を使用

センサー付
緊急通報装置

・初回設置費用
　　　 2,500円
・月額　  900円

・緊急通報端末・ペンダント・見守りセンサ
ーの貸し出し

・センサーが異常を感知すると自動的にコー
ルセンターに通報

・電話回線を使用

・65歳以上の一人暮らし
・85歳以上のみの世帯
・身体障害者手帳1級を持つ
一人暮らし

65歳以上の一人暮らし

　調理困難な高齢者等に対し、お弁当を配達します。
　週に4食までは町が1食220円を補助します。4食を超える場合は全額自己負担になります。
●対象者
　町県民税非課税世帯の調理困難な65歳以上のみ世帯または、障がい者のみの世帯
　※おかずのみを頼むこともできます。配達条件等は業者によって異なります。

配食サービス

　タクシーに乗るときと降りるときの2回、マイナンバーカードを端末に2回
かざすことで、タクシー利用料金に係る本人負担額が上限800円（月4回まで。
町内移動に限る。）となります。
　申請にはマイナンバーカードおよび暗証番号が必要となります。

定額タクシー ※令和6年10月から

定額タクシー

乗り  降り

■問福祉介護課地域包括支援センター　☎（82）1026
行方不明者情報提供依頼メールの事前登録について
高齢者の行方不明に備えよう

●行方不明者情報提供依頼メール
　矢掛町徘徊SOSネットワーク事業では、
徘徊高齢者の把握や行方不明になったとき
の情報提供を行っています。行方不明者情
報提供依頼メールを利用すれば、認知症の
有無にかかわらず、高齢者が行方不明にな
ったときに、顔写真付きの情報配信メール
を配信することで、早期発見に役立てるこ
とができます。
　行方不明者は75歳から85歳の年齢に多
く、家族だけで発見することは困難です。
できるだけ多くの人に的確な情報提供を依
頼するために事前登録をお勧めします。

●矢掛町徘徊SOSネットワーク事業
　町では、認知症等により徘徊のおそれのある高齢者等が行方不明になった際に、情報配信メールなどを通じて
早期発見に役立てる、矢掛町徘徊SOSネットワーク事業の取り組みを推進しています。

写真（上半身）ふりがな
氏　　名
性　　別
生年月日
住　　所
身　　長
体　　型
髪　　型

身体的特徴

やかげ　はなこ
矢掛　花子
女
昭和15年 4月 2日（85歳）
矢掛町矢掛
155㎝程度
普通
白髪
押し車を使って歩いています。
自分の名前は言えません。

矢掛町行方不明者情報提供依頼メール（例）

　福祉タクシー利用券からマイナンバーカードを活用したポイント助成に変わりました。

福祉タクシー

区　 分 対　 象　 者 申請に必要な物付与ポイント

高齢者の部 最大12,000円分
（1,000円分／月）・65歳以上の運転免許証を所持していない人

障害者の部
・身体障害者手帳1・2級所持者
・療育手帳A所持者
・精神障害者保健福祉手帳1級所持者

最大24,000円分
（2,000円分／月）

マイナンバーカード、
マイナンバーカードの
暗証番号、各種手帳

マイナンバーカード、
マイナンバーカードの
暗証番号
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　羽無地区で地域おこし協力隊の活動をしている内
田達治です。地域おこし協力隊として活動を開始し、
１年が経過しました。
　羽無地区は、豊かな自然と温かい人情が魅力の地
域です。この魅力をより多くの人に知っていただき、
地域を活性化したいという思いから、地域の皆さん
のご協力のもとさまざまな活動を行ってきました。
　昨年は、やかげDMOや矢掛町役場と連携し、「防
災キャンプ」や「手ぶらキャンプ」を開催しました。

これらのイベントでは、ポリ袋炊飯や薪拾いなど、
普段なかなか経験できないアクティビティを通して、
参加者の皆さんにアウトドアの楽しさを体験してい
ただきました。特に、子どもたちからは「楽しかっ
た！」という声をたくさん聞くことができ、私たち
も大変嬉しかったです。
　このような活動を通して、多くの人に羽無地区の
魅力を知っていただくことができましたが、地域へ
のリピーターを増やすためには、さらなる魅力の発
掘と、多様なニーズへの対応が必要だと感じていま
す。そこで今年度は、豊かな自然を生かしたツリー
クライミングや高滝山登山ガイドツアーなどのアク
ティビティを企画しております。また、羽無地区に
はまだ知られていないパワースポットも数多く存在
しています。これらのパワースポット巡りもご案内
予定です。
　今後も羽無地区の自然を舞台に、羽無ならではの
『遊び』を提供し、地域活性化に取り組んで行きます。
たくさんの人にもっと羽無地区の魅力を知っていた
だきたいので応援よろしくお願いします。

地域おこし協力隊の活動を紹介します
2 年目に入る
内田達治です。
1年間の活動を
紹介します。

　現在、里庄町に新しいごみ焼却場を整備しています。
　令和７年12月15日㈪からは、里庄町に建設中の「井笠広域里庄清
掃工場」に燃えるごみ・可燃性粗大ごみを搬入することになります。
直接ごみを持ち込まれる場合は、期間と場所にご注意ください。
　井原クリーンセンター（現ごみ焼却場）への燃えるごみの持ち込み
は令和７年12月12日㈮までで終了しますのでご了承ください。
⃝施設名　井笠広域里庄清掃工場
⃝住　所　里庄町大字新庄3656番地４
⃝搬入可能な日時
　受付日：月～金曜日、毎月第４日曜日（年末年始12/31～１/３を除く）
　受付時間：午前8時30分～午後4時30分
⃝処理手数料　家庭系ごみ：無料
　　　　　　　事業系ごみ：10Kgあたり170円
⃝搬入できるもの　可燃性粗大ごみ、タンスやふとん、毛布、畳など
　　　　　　　　　※金属類、ガラス類、鏡類は搬入前に外してください。
　　　　　　　　　搬入サイズ等の詳細は別途お知らせします。
⃝搬入時のお願い
◦荷物が搬入途中で落下しないようロープで固定するか、荷台をシートで
覆う等の対策をお願いします。
◦周辺地域に迷惑をかけないように制限速度を守って安全運転をお願いし
ます。 ■問町民課環境エネルギー係　☎（82）1011

令和7年12月15日
受入開始

燃えるごみの搬入先が変わります！

新ごみ焼却場「井笠広域里庄清掃工場」
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　2 月 10 日、岡山県医師会のご協力により、ACP
講演会を開催しました。
　ACP とは、もしもの時のために、自らが望む医療
やケアについて、前もって家族や医療チーム等と話し
合い、共有する取り組みです。
　県医師会の松山正春会長は「ACP とは？」と題し
て講演され、ACP は「死に方」だけではなく、「生き
方」を考えることでもあり、どの世代にとっても重要
なテーマと話されました。
　また、岡山大学病院高度救命救急センター長の中尾
篤典先生は「命の終い方～救急現場の ACP ～」と題し
て、救急現場で実際にあった事例から、一人一人の最
期にいかに寄り添っていくかについて講演されました。

↑ACPの重要性を伝える松山会長

まちのわだい

　２月 12 日、令和６年度矢掛町民後見人養成研修修
了証書交付式が開催され、山岡町長から修了証書が交
付されました。
　修了者は、赤木つかさ氏（矢掛地区）、岡部啓治氏、
乗本充雄氏（山田地区）の３人です。
　今後、町民後見人として、活動を展開される予定で
す。

新たに３人が町民後見人に、養成研修を修了

↑山岡町長から修了証書を受け取る赤木さんたち

ACP講演会を開催しました

全国大会出場選手を激励
第 47 回全国 JOC ジュ
ニアオリンピックカップ
春季水泳競技大会（3/27
～ 3/30　東京都）に出
場。
矢掛中学校 2 年生
平
ひら

井
い

良
よしひさ

尚さん（下高末）

第 18 回全国小学生ゴル
フ春季大会（3/25～3/26
栃木県）に出場。
矢掛小学校 5 年生
黒
くろかわ

川紗
さ わ

羽さん（小林）

↑協定書を手にする（左から）村木校長と藤田センター長

中国大会出場選手を激励
第 1回 U-14 中国バレー
ボールクラブ選手権大会

（4/12 ～ 4/13　井原市）
に出場。
井原バレーボールクラブ
所属
矢掛中学校 2 年生
片
かたやま

山聡
さ な

菜さん（下高末）

　学校や地域などが協働した学校安全を推進しよう
と、大阪教育大学が展開する「セーフティープロモー
ションスクール（SPS）」に中国地方では初めて中川
小が選ばれ、3月10日、 同校で認証式が行われました。
　西日本豪雨を教訓に、防災訓練やワークショップを
実施するなど、安心安全な学校づくりを進めてきた取
り組みが評価されました。この日、大阪教育大学安全
推進センターの藤田大輔センター長と村木美晴校長が
協定書に調印。児童は認証の盾と旗を受け取りました。
６年生の信長空良さんは「自分自身も浸水被害を経験
した。防災に関する学びと経験を多くの人に伝えてい
きたい」と話しました。

中川小、学校安全への取り組みで中国地方初 SPS 認証
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■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630　　

■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

おすすめの 1冊 郷土にゆかりのある本

町民ギャラリー

　★読書週間のお知らせ★
４月23日の子ども読書の日に伴い、４月22日㈫～５月18日㈰を矢掛町立図書
館子ども読書週間としています。期間中は楽しい行事を予定していますのでぜ
ひ参加してください。詳しくはHPや図書館のチラシ等をご覧ください。

　４月になり新年度が始まりました。気持ちも新たに過ごされていることと思います。図書館の職員も気持ちを新
たに利用者の皆さんへのサービスに努めていきたいと思います。今年度もよろしくお願いいたします。
　世の中は日々デジタル化が進んでいます。公共図書館の役割も刻々と変化しています。それでも、本を抱えてカ
ウンターに来られる皆さんの姿は大切にしていきたいと思います。図書館が居心地の良い場所になるように、これ
からも努力して参ります。

ぜひ、ご覧ください。

「令和６年度 おかやま矢掛
本陣文学賞受賞作品集」

矢掛町教育委員会／発行徳島をはじめ、地方を舞台にした５つ
の物語。今日も日本のどこかで大切な
何かを受け継ぐ人がいる…。第172
回直木賞受賞作。

「藍を継ぐ海」
伊与原　新／著　　新潮社

常設展示室

収蔵品展「風光る」開催中　6月8日（日）まで

作品総選挙　投票結果発表！

　前回の企画展「矢掛の美術～私のイチ推し作品～」で開催した作品総選挙の
参加投票数は、142 票でした。第１位～３位は以下のとおりです。　
　第１位　「雪の精」武井泰道　　　　　　　　　　21 票
　第２位　「嵐山より矢掛の町を眺む」片岡銀蔵　　18 票
　第３位　「祖母の像」佐藤一章　　　　　　　　　12 票

おはなしらんど
◆と　き　４月26日（土）　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　５月10日（土）　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲー

ムなど
＊詳しい内容はHPやチラシでご確認ください。

図書館のイベント

＊鑑賞無料

◆マミコイラスト展　　　　　　　　　　　　４月16日（水）〜20日（日）
◆菓子木型の世界　　　　　　　　　　　　　４月23日（水）〜27日（日）
◆矢掛きりえ展　　　　　　　　　　　　　　５月  1日（木）〜  6日（火）
◆アヴァンギャルド矢掛展　　　　　　　　５月13日（火）午後〜18日（日）

５月の図書館カレンダー

は休館日4月の休館日
14日（月）・21日（月）・28日（月）・30日（水）

は休館日

12
5

日
　

火水木金土月
　

24

　 　 1 2 3
6 7 8 9
13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23
25 26 27 28 29 30 31

　

4
11

　本展では、書家 田中塊堂、高木聖鶴、洋画家 佐藤一章、片岡銀蔵など郷土作家を中心に、洋画、書、日本画をご
紹介します。春風の中、まばゆい陽光がゆらぎ輝くような素朴であたたかな作品をお楽しみください。

10

「雪の精」武井泰道

皆さんのご参加
ありがとう
ございました。
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■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630　　

■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

おすすめの 1冊 郷土にゆかりのある本

三
月
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品
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川
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　し
め
の
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文
化
協
会

俳
　
　句�

笹
井

　
　愛
選

三
月

作
品

   　わたなべたいしん

渡邉泰心くん（矢掛）
（R6年４月26日生まれ）

キリッとお顔に寂しがり屋な泰
心。強く大きくなってね！♡

★ 対 象 者★　 町内在住で令和 6 年5 月生まれのお子さん
★応募期限★　令和7年4月18日（金）必着
★ 応募方法★　 写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年月日⑤電話番号⑥ 20字程度のメッセージを添えてご応募ください。
★ 応 募 先★　総務防災課秘書広報・町活性化推進室　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018　☎（82）1010

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？ 5月生まれ募集中
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原
　
啄
木
鳥

白
梅
や
港
出
て
ゆ
く
貨
物
船

	

片
岡
　
朋
子

春
日
や
老
い
て
た
の
し
む
数
へ
唄

	

青
江
　
　
茂

丘
に
立
つ
希
望
の
鐘
や
春
の
海

	

中
田
　
千
穂

枇
杷
の
花
咲
き
満
ち
て
な
ほ
孤
独
な
り

	

選
　
者
　
吟

「
こ
ん
に
ち
は
」
へ
よ
い
し
ょ
こ
ら
し
ょ
と

立
ち
上
が
る	

江
尻
　
容
子

広
縁
が
暖
房
い
ら
ず
の
憩
い
の
場

	

江
木
　
基
夫

習
い
ご
と
口
実
に
し
て
出
て
歩
く

	

鈴
木
　
な
つ

間
違
い
じ
ゃ
な
い
が
腹
立
つ
妻
の
愚
痴

	

椎
葉
つ
と
む

商
魂
に
敗
け
て
主
婦
ら
は
恵
方
巻

	

池
田
　
信
夫

如
月
の
雨
か
ら
雪
へ
変
わ
る
宵

	

森
本
か
の
こ

ふ
る
里
の
話
を
し
よ
う
茜
雲

	

田
中
　
　
恵

最
短
の
ラ
イ
ン
が
届
く
「
米
た
の
む
」

	

渡
辺
ヒ
ロ
コ

白
黒
の
つ
か
ぬ
カ
ル
テ
が
お
び
や
か
す

	

池
田
た
か
子

見
え
見
え
の
駆
け
引
き
外
交
ト
ラ
ン
プ
氏

	

溝
口
　
豊
和

人
間
に
神
が
与
え
た
酒
を
呑
む

	

渡
辺
　
和
彦

な
ん
の
た
め
立
っ
た
か
座
っ
て
考
え
る

	

山
元
と
も
え

春
色
の
花
買
い
に
行
く
百
均
へ

	
選
　
者
　
吟
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information
おしらせ

各課直通電話

総　数　13,042 人（－10） 
　男　     6,316 人（－  2） 
　女　     6,726 人（－  8）
世帯数　  5,521世帯（＋13）

令和７年３月20日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課　☎（８２）１０１０
企　画　課　☎（８２）１０５７
財　政　課　☎（８２）１０５５
町　民　課　☎（８２）１０１１
税　務　課　☎（８２）１０３０
出　納　室　☎（８２）１０１２
健康推進課　☎（８２）１０１３
こどもみらい課　☎（８２）１０６０
福祉介護課　☎（８２）１０２６
産業観光課　☎（８２）１０１６
建　設　課　☎（８２）１０１４
上下水道課　☎（８２）０１７３
議会事務局　☎（８２）１１１９
教育委員会
教　育　課　☎（８２）１０８０

有料広告

JR 新倉敷駅南徒歩 17 分

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　岡山県倉敷市玉島1719　☎086-525-5001

https://www.sinkura-hsp.com

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科

【診療科】
胃腸外科 / 内科 /外科 /肛門外科 /
整形外科 /リハビリテーション科
皮膚科 /泌尿器科

有料広告

町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
　参
加
者
募
集

◦
対
象
者

◦
町
内
に
居
住
ま
た
は
町
内
に
勤

務
・
通
学
す
る
人

◦
子
ど
も
の
部
は
、
町
内
に
居
住
す

る
未
就
学
児
～
小
学
６
年
生
ま
で
の

児
童
ま
た
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
所
属
す
る
未
就
学
児
～
小
学
６
年

生
ま
で
の
児
童

※
１
チ
ー
ム
７
名
（
監
督
１
名
（
成

人
）、
選
手
６
名
）
で
参
加
で
き
る

チ
ー
ム

◦
一
般
・
体
育
協
会
の
部
の
チ
ー
ム

は
、
８
～
10
名
で
参
加
で
き
る
チ
ー

ム※
未
成
年
者
が
い
る
場
合
は
、
必
ず

１
名
以
上
の
大
人
（
監
督
・
コ
ー
チ

な
ど
）
が
メ
ン
バ
ー
に
入
る
こ
と

◦
シ
ニ
ア
の
部
の
チ
ー
ム
は
、
６
～

８
名
で
参
加
で
き
る
チ
ー
ム

◦
開
催
日
　６
月
14
日
㈯
　
午
後
６

時
15
分
～

◦
会
　場
　町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
　
ア
リ
ー
ナ

◦
部
門
・
種
目

部　　　門 競技人数 種　　　目

①子どもの部 6人 ラダーゲッター、輪投げ
サイコロ

②一般・体育協会の部 8人 長縄跳び、玉入れ
サイコロ

③シニアの部
（60歳以上・障がいの
ある人）

6人 ラダーゲッター、玉入れ
サイコロ

◦
募
集
期
限

　
５
月
16
日
㈮
　
午
後
５
時

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

☎（
83
）１
１
０
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
４
月
25
日
㈮
、
５
月
9

日
㈮
、
５
月
23
日
㈮
　
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を

除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
そ
の
他
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
５
月
16
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
　

２
階
　
会
議
室

◦
内
　容
　
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

（
健
康
、
家
庭
、
経
済
な
ど
）、
人
権

問
題
、
行
政
へ
の
意
見
・
相
談

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
生
活
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と

　き
　
５
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬
・

21
日
㈬
・
28
日
㈬　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

募

　
　集

相

　
　談
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information
おしらせ

各課直通電話

総　数　13,042 人（－10） 
　男　     6,316 人（－  2） 
　女　     6,726 人（－  8）
世帯数　  5,521世帯（＋13）

令和７年３月20日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課　☎（８２）１０１０
企　画　課　☎（８２）１０５７
財　政　課　☎（８２）１０５５
町　民　課　☎（８２）１０１１
税　務　課　☎（８２）１０３０
出　納　室　☎（８２）１０１２
健康推進課　☎（８２）１０１３
こどもみらい課　☎（８２）１０６０
福祉介護課　☎（８２）１０２６
産業観光課　☎（８２）１０１６
建　設　課　☎（８２）１０１４
上下水道課　☎（８２）０１７３
議会事務局　☎（８２）１１１９
教育委員会
教　育　課　☎（８２）１０８０

◦
内

　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」皆
さ
ん
の「
働
き
出
す
力
」

を
多
様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま

す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
と
　き
　
５
月
14
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約
（
く
ら
し
き

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
６（
４
８
６
）５
１
６
２
）

■問
こ
ど
も
み
ら
い
課
子
育
て
支
援
係

☎（
82
）１
０
６
０
　
有
線
０
５
３
２

岡
山
県
司
法
書
士
会

無
料
法
律
相
談
会

◦
と

　き
　
４
月
26
日
㈯
　
午
後
１

時
～
４
時
　
※
要
予
約

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
　
２
階
　
健
康
管
理
室

◦
相
談
内
容
　
相
続
、
遺
言
な
ど

■問
岡
山
県
司
法
書
士
会
倉
敷
支
部
　

☎
０
８
６
５（
54
）０
０
７
１
（
担
当

者
：
宗
澤
）

行
政
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
で
、
奥

野
隆
俊
氏
（
再
任
）、
楠
木
長
武
氏

（
新
任
）
が
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政

相
談
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
２
年
で
す
。

　
行
政
に
対
す
る
要
望
な
ど
に
つ
い

て
相
談
に
の
り
、
解
決
の
手
助
け
を

し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
生
活
係

☎（
82
）１
０
１
１

町
民
課
窓
口
に
受
付
番
号

発
券
機
を
導
入
し
ま
し
た

　「
順
番
の
見
え
る
化
」、「
混
雑
緩

和
」
な
ど
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
的
に
、
町
民
課
窓
口
に
受
付
番

号
発
券
機
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
町
民
課
に
次
の
手
続
き
で
ご
用
の

人
は
、
受
付
番
号
発
券
機
に
て
番
号

札
を
お
取
り
い
た
だ
き
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　
受
付
番
号
を
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
の

モ
ニ
タ
ー
に
表
示
す
る
と
と
も
に
、

音
声
で
順
次
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◦
関
係
業
務
　
住
民
票
・
戸
籍
の
発

行
、
戸
籍
関
係
届
出
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
転
入
・
転
出
の
届
出
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手
続

き
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
、
臨
時
運

行
許
可
書
等
、
死
亡
後
の
手
続
き

■問
町
民
課
窓
口
係
　

☎（
82
）１
０
１
１

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が

記

載

さ

れ

ま

す

　
令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸
籍

法
が
施
行
さ
れ
、
戸
籍
の
記
載
事
項

に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
５

月
26
日
以
降
、
本
籍
地
の
市
区
町
村

長
か
ら
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定

の
振
り
仮
名
が
通
知
さ
れ
ま
す
。（
矢

掛
町
か
ら
の
通
知
は
７
～
８
月
頃
に

発
送
予
定
で
す
。）
通
知
の
振
り
仮

名
が
正
し
い
と
き
は
、
届
出
を
し
な

く
て
も
通
知
の
と
お
り
戸
籍
に
記
載

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
振
り
仮
名
の
届
出
に
手
数

料
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

届
出
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
罰

則
や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
振
り
仮

名
の
届
出
に
当
た
っ
て
法
務
省
や
市

区
町
村
に
金
銭
を
支
払
う
よ
う
要
求

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
窓
口
係
　

☎（
82
）１
０
１
１

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
の
出
前
講
座
を
行
い
ま
す

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
地
域
で
温
か
く
見
守
る
「
応
援

者
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
無

料
で
す
。

◦
実
施
日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
の
１
時

間
30
分
程
度

※
８
人
以
上
の
団
体
単
位
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◦
内
　容
　
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病

気
な
の
か
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
に
、
ど
の
よ
う
な
声
を
掛
け
た
ら

い
い
か
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■問
福
祉
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

☎（
82
）１
０
２
６

戦

没

者

等

の

ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

お
知
ら
せ

25 令和７年４月号



て
い
ま
す
。
緑
豊
か
な
環
境
作
り
の

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

こ
ど
も
ま
ん
な
か

児
童
福
祉
週
間

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
、
子
ど

も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
、
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、
（福）
全
国
社

会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
（
公
財
）
児

童
育
成
協
会
が
主
唱
し
、
毎
年
５
月

５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
１
週

間
を
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
児
童
福
祉

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
週

間
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り

巻
く
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

◦
児
童
福
祉
週
間
　
５
月
５
日
㈪
～

11
日
㈰

◦
児
童
福
祉
週
間
の
標
語
　「
い
つ

だ
っ
て
　
ま
ん
ま
る
ま
ん
な
か
　
こ

ど
も
た
ち
」

■問
こ
ど
も
み
ら
い
課
子
育
て
支
援
係

☎（
82
）１
０
６
０

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

優
生
手
術
等
を
受
け
た
人
へ

　「
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生

手
術
等
を
受
け
た
者
等
に
対
す
る
補

償
金
等
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」

が
令
和
７
年
１
月
17
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
旧

優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生
手
術
等
を

受
け
た
人
や
ご
家
族
へ
補
償
金
等
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
岡
山
県
「
旧
優
生
保
護
法
相

談
窓
口
」
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◦
岡
山
県
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口

◦
電
話
番
号
　
０
８
６（
２
２
６
）７

８
７
０
（
専
用
電
話
）

◦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　yuuseihogo
@
pref.okayam

a.lg.jp

◦
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
土
日
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

　
　
　

←
詳
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ち
ら
か
ら

　
た
き
火
と
火
災
は
紙
一
重

︿
た
き
火
か
ら
の
火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
﹀

①
ご
み
等
の
焼
却
に
つ
い
て

　
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
の
焼
却
設

備
を
用
い
な
い
ご
み
の
焼
却
は
、
廃

棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み

は
、
各
自
治
体
の
ル
ー
ル
に
従
い
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

②
農
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
田

畑
の
焼
却

　
井
原
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条

例
に
基
づ
き
、「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
煙
等
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

行
為
等
の
届
出
」
を
消
防
署
に
届
け

出
た
う
え
で
、
以
下
の
点
に
注
意
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
周
囲
に
建
物
や
燃
え
や
す
い
物
が

あ
る
場
所
で
は
行
わ
な
い

◦
た
き
火
か
ら
山
火
事
や
建
物
火
災

に
発
展
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

◦
農
業
を
営
む
た
め
や
む
を
得
な
い

場
合
の
焼
却
は
一
部
例
外
と
し
て
禁

止
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
周
囲
の

住
宅
環
境
な
ど
に
配
慮
し
て
、
苦
情

が
出
な
い
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◦
風
が
強
い
と
き
は
行
わ
な
い

◦
飛
び
火
に
よ
っ
て
遠
く
離
れ
た
と

こ
ろ
に
延
焼
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

◦
事
前
に
燃
や
す
範
囲
を
決
め
て
か

ら
行
う

◦
無
計
画
に
燃
や
す
こ
と
は
止
め
ま

し
ょ
う
。

◦
消
火
の
準
備
を
し
て
か
ら
行
う

◦
水
や
消
火
器
な
ど
の
消
火
す
る
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
完
全
に
消
え
る
ま
で
決
し
て
そ
の

場
を
離
れ
な
い

◦
完
全
に
消
火
し
な
い
と
再
び
燃
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

町
民
課
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
係

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
第
12
回
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
27
・
５
万
円

（
５
年
償
還
）
の
記
名
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
着
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
で
す
。

⑴
弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵
戦
没
者
等
の
子

⑶
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖

父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

⑷
⑶
以
外
の
　
①
父
母
　
②
孫
　
③

祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

⑸
⑴
か
ら
⑷
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三

親
等
以
内
の
親
族
の
内
、
①
戦
没
者

等
の
葬
祭
を
行
っ
た
者
、
②
戦
没
者

等
の
葬
祭
を
行
わ
な
か
っ
た
者

※
請
求
期
間
は
未
定
の
た
め
、
国
か

ら
通
知
が
あ
り
次
第
お
っ
て
広
報
し

ま
す
。

■問
福
祉
介
護
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
２
６

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の

春
の
み
ど
り
の
月
間
中
、
産
業
観
光

課
で
募
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

緑
の
募
金
は
学
校
・
公
園
・
公
共
施

設
な
ど
地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て

今月の納税・納付手当・給付のお知らせ

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。
※ コンビニ納付・スマホ納付もできます。ご利用ください。

手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（2月申請分）５月7日㈬

健 康 推 進 課
健 康 庶 務 係
☎（82）1013 
有線 9630高額療養費（3月申請分） ４月17日㈭

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（3月申請分）４月28日㈪

こどもみらい課
子育て支援係

☎（82）1060  有線 0532

心身障害者医療費（3月申請分）４月28日㈪ 福祉介護課福祉推進係
☎（82）1026  有線 0581

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
軽自動車税種別割（全期）
国民健康保険税（1期）
介護保険料（1期）

4月30日㈬ 4月30日㈬

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）4月25日㈮ 4月30日㈬

　

26令和７年４月号



井原警察署　☎（62）9110※ガイダンスによるご案内です。

☎（
82
）１
０
１
１

普
通
救
命
講
習・上
級
救
命
講
習・

家
族
で
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会

◦
普
通
救
命
講
習

◦
内
　容
　
応
急
手
当
の
重
要
性
・

心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）・観
察
要
領・

止
血
法
・
効
果
測
定

◦
時
　間
　
午
前
９
時
～
正
午

※
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
者
は
午
前
10

時
～
正
午

◦
募
集
人
員
　
20
名
（
先
着
順
）

◦
上
級
救
命
講
習

◦
内
　容
　
応
急
手
当
の
重
要
性･

心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）･

止
血
法･

傷
病
者
管
理
法･

外
傷
の
手
当
要
領･

搬
送
法･

実
技
試
験･

筆
記
試
験

◦
時
　間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分

※
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
者
は
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

◦
募
集
人
員
　
20
名
（
先
着
順
）

◦
家
族
で
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会

◦
内
　容
　
応
急
手
当
の
重
要
性･

心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）･

観
察
要
領･

止
血
法･

効
果
測
定

◦
時
　間
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
募
集
人
員
　
15
組
程
度（
先
着
順
）

※
普
通
救
命
講
習
は
効
果
測
定

※
上
級
救
命
講
習
は
筆
記
試
験
と
実

技
試
験
。
合
格
し
た
人
に
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

※
家
族
で
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会
は

中
学
生
以
上
は
効
果
測
定

◦
申
込
締
切
　
定
員
に
達
し
た
時
点

◦
日
程
表

５
月

18
日
㈰

井
原
消
防
署

６
月

８
日
㈰

矢
掛
出
張
所

７
月

６
日
㈰

井
原
消
防
署

8
月

３
日
㈰
家
族
で
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会

井
原
消
防
署

10
日
㈰

美
星
公
民
館

９
月

21
日
㈰

芳
井
分
駐
所

10
月

12
日
㈰

井
原
消
防
署

11
月

９
日
㈰
上
級
救
命
講
習

井
原
消
防
署

16
日
㈰

矢
掛
出
張
所

12
月

21
日
㈰

美
星
公
民
館

１
月

25
日
㈰

芳
井
分
駐
所

２
月

８
日
㈰

井
原
消
防
署

３
月

８
日
㈰

矢
掛
出
張
所

◦
申
込
先
　
消
防
本
部
、
井
原
消
防

署
、
矢
掛
出
張
所
、
美
星
分
駐
所
、

芳
井
分
駐
所

■問
消
防
本
部
警
防
課

☎（
62
）９
４
０
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

５
月
12
日
㈪
　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

５
月
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、
26
日
㈪
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
（
町
民
課
）

☎（
82
）１
０
１
１

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
３
月
20
日
時
点
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　田
中
洋
次
（
大

阪
府
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
神
西

博
志
、
森
　
寛
治
（
横
谷
）

▼
川
面
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
池
田

兼
信
（
西
川
面
）

▼
小
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
阿
部

豊
子
（
西
川
面
）

▼
矢
掛
町
へ
（
民
俗
資
料
）
土
岐
靖

弘
（
倉
敷
市
）

▼
三
谷
保
育
園
へ
（
ア
ン
プ
）
三
谷

保
育
園
保
護
者
会

▼
小
田
保
育
園
へ
（
サ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
）
小
田
保
育
園
保
護
者
会

〈ゴールデンウィーク中における山岳遭難の防止〉
　ゴールデンウィーク中は、温暖な気候等から登山や山
菜採りを楽しむ人が増え、道迷いや滑落等の山岳遭難の
発生が心配されます。
　十分な準備をして、山岳遭難を防ぎましょう。
⃝自分の知識、体力および経験に見合った山を選びまし
ょう。
⃝必要な装備を準備し、安全で余裕のある登山計画を立
てましょう。
⃝登山コース、危険箇所は、事前に確認し、地図を携行
しましょう。
⃝単独での登山は危険が高まります。複数人で登山しま
しょう。
⃝管理者、警察署等に登山計画書を提出しましょう。
⃝携帯電話に加え、予備のモバイルバッテリーを携帯し
ましょう。
⃝悪天候や体調不良の場合は、早めに登山を中止しまし
ょう。

〈春の交通安全県民運動〉
　４月６日㈰から４月15日㈫までの10日間、「春の交
通安全県民運動」が県内一斉に展開されます。
⃝スローガン　交通ルール　守って笑顔　晴れの国
⃝運動重点
岡山県の重点
◦横断歩行者優先の徹底
◦運転中のスマートフォン等使用禁止の徹底
◦スピードダウンの励行
◦自転車の安全利用とヘルメット着用に向けた理解の促
進
⃝交通事故死ゼロを目指す日
　４月10日㈭は「交通事故死ゼロを
目指す日」です。
　家庭や職場、地域で交通安全につい
て話し合い、交通ルールを守って交通
事故のない安全な一日にしましょう。

井原警察署
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令
和
7
年
4
月
10
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
防
災
課
秘
書
広
報・町

活
性
化
推
進
室

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/
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矢高にロックオン 2025. 4
vol.154

岡山県立矢掛高等学校
www.yakage.okayama-c.ed.jp― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

令和6年度  矢掛高校  卒業式
　3月1日、卒業式が挙行され卒業生が晴れやかな表情で新たな一歩を
踏み出しました。校長先生からは、「過去に囚われず、自らの意志で未
来を切り開いてほしい」との力強いメッセージが送られました。
　答辞の一部を紹介します。「高校生になり多くの出会いや経験をする機
会がありました。そのなかでも2年生から始まったやかげ学をきっかけ
に私は大きく成長することができました。元々子どもと関わることが好
きだったので、矢掛認定こども園で実習をさせていただきました。実際
に働かれている保育士の方にご指導していただき、仕事のやりがいを身
をもって感じることができました。（中略）私たちがさまざまな経験がで
きたのは、先生方や家族、地域の方々のおかげだということを忘れては
いけないと思います。いつも私たちを見守ってくださり、ありがとうご
ざいました。」
　私たちも先輩方のように周りの人への感謝を忘れず、どんな時も前向
きに進んでいけるように頑張りたいと思います！

＝ 矢高生の成長は矢掛町の魅力化に繋がっています ＝

卒業生の主な合格大学・就職先

　右のQRコードで「矢高にロックオン」についてのアンケートを実施しています。矢掛高校の魅力をさら
に伝えるために皆さんの率直な意見をお聞かせください。

すべての科・コースから国公立大学に合格しました!!

私立大学
川崎医療福祉大学
ノートルダム清心女子大学
岡山商科大学／就実大学
松山大学  など

専門学校
岡山情報ビジネス学院
岡山ビジネスカレッジ
大原ビジネス公務員
倉敷看護専門学校  など

就職
西日本旅客鉄道 株式会社
株式会社北原工業
扶桑薬品工業 株式会社
晴れの国岡山農業協同組合  など

国立大学
大阪大学（文）／岡山大学（教育）
香川大学（創造工）／香川大学（経済）
山口大学（理）／愛媛大学（工）

公立大学
岡山県立大学（保健福祉×2）／岡山県立大学（情報工×2）
福山市立大学（教育）／釧路公立大学（経済）
兵庫県立大学（理）／下関市立大学（経済）

「広報やかげの部屋」
矢掛放送とYouTubeチャンネルで配信！
　広報やかげが町民の皆さんにとって、もっと身近で楽しみにされるメディアにしたいという
思いから、広報紙の内容を動画で紹介する「広報やかげの部屋」を始めました。
　矢掛放送、町公式YouTubeチャンネルでご覧いただけます。そして、広報やかげを手にとっ
て読んでみてください。動画へのコメントもお待ちしています。

総務防災課秘書広報・町活性化推進室　☎（82）1010問

←
YouTubeチャンネル
広報やかげの部屋

チャンネル登録
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